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本 年 9 月 13 日 (月 )、 第 47 回 金融 審議 会 総会 ・ 第 35 回 金 
融 分 科 会 合同 会 合 が 開催 ま *! さ れ ま し た 。 今回 の 合同 会 
合 で は 、 赤澤 副 大 臣 よ り 、 挨 拶 の 後 、 新 た な 論 問 が 行 
れ た ほか 、「 デ ジタル ・ 分 散 型 金 融 を 巡る 動向 と 今後 の 
課題 」、「 会 計 監 査 を 巡る 動向 」 な ど に 関す る 報告 が 行 
れ ま し た 





| 写真 : 論 問 文 を 読み 上 げ る 赤澤 副 大 臣 ] 


〇 資金 決済 制度 の あり 方 に 関す る 検討 
【 論 間 】 マ ネー・ ロ ー ン ダリ ング 及び テロ 資金 供与 対 
策 に 関す る 国際 的 な 要請 や デジ タル 化 の 進展 等 を 踏 


まえ 、 安 定 的 か つ 効率 的 な 資金 決済 に 関す る 制度 の 
あり 方 に つい て 検討 を 行う こと 。 





上 記 の 府 問 に つい て 具体 的 な 検討 を 進め て いく た め 、 
今回 の 合同 会 合 で 、 金融 審議 会 の 傘下 に ワー キン グ ・ グ 
ルー プ を 設置 する こと が 決定 され まし た 。 

この ワー キン グ ・ グ ルー プ は 、 資 金 決済 制度 の あり 方 
に つい て 幅広 く 検討 る も の で す が 、 上 記 の 諸 間 の 背景 
に は 、 金 融 活動 作業 部 会 (FATF) の 第 4 次 対日 審査 報告 


※1 議事 次 第 お よび 配付 資料 に つい て は 、 


書 の 公表 (本 年 8 月 )※? が あり ます 。 同 報告 書 の 公表 を 
契機 と し て 、 政 府 は 、 取 引 時 確認 、 顧 客 管理 の 強化 お よ 
び 平 準 化 の 観点 か ら 、 取 引 ス クリ ー ニ ング 、 取引 モニ タリ 
ング の 共同 シス テム の 実用 化 な どの 計画 を 策定 し まし た 。 
今後 、 共 同 シ ステ ム の 実用 化 に 関す る 制度 的 な 対応 の 
あり 方 に つい て 議論 し て まい り ま す 。 こう し た 点 も 含め 、 こ 
の ワー キン グ ・ グ ルー プ で は 、 本 年 内 を 目途 に 考え 方 を 
取り まとめ る 予定 で す 。 


〇 報告 ※3 
デジ タル ・ 分 散 型 金融 を 巡る 動向 と 今後 の 課題 
社会 経済 全体 の デジ タル 化 が 進む 中 、 ブ ロッ クチ ェ ー 
ン 技 術 の 活用 を 含め 、 金 融 の デジ タル 化 が 加速 し て いま 
す 。 こ うし た 中 、 民間 の イノ ベー ショ ン を 促進 し つつ 、 あ わ 
せ て 利用 者 保護 な ど を 適切 に 確保 する と いう 観点 か ら 、 
送金 手段 や 証券 商品 な どの デジ タル 化 へ の 対応 の あり 
方 等 を 検討 する た め 、「 デ ジタル ・ 分 散 型 金融 へ の 対応 
の あり 方 等 に 関す る 研究 会 」 を 設置 ま * し た こと が 報告 さ 
4 まり 657 に 


会 計 監査 を 巡る 動向 

監査 法人 に よる 会 計 監 査 を 取り 巻く 環境 は 、 経 済 社会 
情勢 の 変化 に 伴い 、 監 査 品質 に 対す る 社会 か ら の 期待 
の 高まり や 公認 会 計 士 が 担う 役割 の 広がり ・ 働 き 方 の 多 
様 化 な どの 変化 が 生じ て いま す 。 こう し た 点 を 踏ま え 、 会 
計 監 査 を 巡る 諸 課 題 に つい て 総合 的 に 検討 を 行う た め 、 
「 会 計 監査 の 在り 方 に 関す る 懇談 会 」 を 開催 ま ? す る こと 
が 報告 され まし た 。 


金融 庁 と し て は 、 金 融 審議 会 の 議論 を 踏ま え 、 活 力 あ 
る 経済 社会 を 実現 する 金融 ンス テム を 構築 する た め 、 上 
記 の 活動 を 進め て まい り ま す 。 


https://www_fsa_go.jp/singi/singi kinyu/soukai/siryou/2021_ 0913.nhtml を ご 参照 くだ さい 。 





※2 FATF と は 、 マ ネー・ ロ ー ン ダリ ング 、 テ ロ 資 金 供与 、 拡 散 金融 に 係る 国際 協力 を 推進 する た め 設 置 さ れ た 会 議 体 で 
す 。 FATF の 活動 内 容 や 対日 審査 結果 に つい て は 、 ア クセ ス FSA9 月 号 「FATF 第 4 次 対日 相互 審査 結果 の 概要 」 
https://www_fsa_.go.jp/access/r3/217.pdf を ご 参照 くだ さい 。 

※3 金融 行政 方 針 に 係る 報告 に つい て は 、 ア クセ ス FSA9 月 号 「 本 事務 年 度 の 金融 行政 方 針 コ ロナ を 乗り 越え 、 活 力 
ある 経済 社会 を 実現 する 金融 レス テム の 構築 へ て 」https://www.fsa.go.jp/access/r3/217.pdf を ご 参照 くだ さい 。 








※4 同 研究 会 


活動 に つい て は 、 https://www.fsa.go.jp/singi/digital/index.html を ご 参照 くだ さい 。 





※5 同 懇 談 会 の 活動 に つい て は 、https://www.fsa.go.jp/singi/kaikeikansanoarikata/index.html を ご 参照 くだ さい 。 1 





政策 解説 コー ナー 


〇 政府 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 感染 拡大 の 防止 や 業務 効率 化 の 取組 み を 推進 する た め 、 行 政 手 続き 





く 新 シス テム 開発 の 経緯 > 
の オン ライ ン 化 を 進め て いる と ころ で す 。 
O 金融 庁 に お いて も 、 金 融 庁 自身 の デジ タラ イ ゼ ーション を 進展 させ て いく た め 、 令 和 2 事 務 年 度 金融 行政 方 針 
(や に 基づき 、 令 和 3 年 3 月 末 に 金融 庁 電 子 申請 ・ 届 出 シス テム ( 新 シス テム ) の 開発 を 終え 、 本 年 6 月 末 か ら 新 
こつ いて 、 適 切な オン ライ ン 化 の あり 方 を 検討 し た 上 で 、 全 て の 手続 き 
制度 面 で の 対応 を 行い 、 令 


シス テム の 運用 を 開始 いた し まし た 。 
受け 付 ! 請 ・ 届 出 等 に 
に つい て オン ライ ン で の 提出 が 可能 と な る よう に 、 令 和 2 年 度 中 に シス テム の 整備 及び 1 








( 注 )「 金 融 機関 等 か ら 受 け 付 ける 申 
= の ) 担 可能 
に 運用 を 開始 する 」 
〇 新 シ ステ ム は 、 オ ン ラ イン 対応 に 馴染 まな い ご く 一 部 の 手続 き を 除き 、 金 融 庁 の 手続 き の ほ ぼ 全 て で ある 約 4 
に 2 ーー 

















和 3 年 度 中 
‘ い ご > こ 
千 の 申請 ・ 届 出 等 を カバ ー し て オン ライ ン 化 し た も の で す 。 今回 は 、 新 シス テム に つい て ご 紹介 させ て いた だ きま 


す 。 

く 新 シス テム の 概要 > 

〇 新 シ ステ ム の 重要 な ポイ ント と し て 、 利用 者 の 皆さま と 当局 間 で シス テム 上 の や り と り で 全て を 完結 する こと が 
届出 等 の 内 容 が オン ライ ン で 確認 で き 、 ま た 、 補 正 や 


挙げ られ ます 。 
今回 の 新 シ ステ ム を 利用 する こと に より 、 提 出し た 申請 

資料 の 追加 も オン ライ ン で 対応 可能 と な り ま し た 。 

また 、 金 融 の グロ ー バ ル 化 に 対処 すべ く 、 新 シス テム は 英語 版 の ユー ザイ ンタ ー フ ェ ー ス も 整備 し て お り ま す 。 


金融 庁 、 財 務 ( 支 ) 局 等 





G ビ ズ ID で ログ イン 


〇 まず 、 ロ グイ ン す る た め の ID と し て 、 様 々 な 行政 サー ビス で も 利用 可能 な デジ タル 庁 が 提供 する 認証 基盤 で あ 
る G ビ ズ ID を 採用 し て いま す 。G ビ ズ ID は 会 社 で も 職員 毎 に ログ イン ID を 作成 可能 と な り ま す 。 
(G ビ ズ ID で ご 利用 可能 な 行政 サー ビス 例 ) 
・ 社 会 保険 手続 き の 電 子 申 
・ 事 業 承継 補助 金 等 


〇 また 、 利 用 者 の 方 々 に と っ て 利便 性 が 高い シス テム で ある こと も 重要 な ポイ ント で す 。 皆様 が 使い や すい シス 
テム を 目指 し 、「 申 請 者 情報 確認 」、「 手 続 選 択 」、「 提 出先 選択 」、「 申 請書 ・ 届 出 書 等 の 添付 」 を 基本 操作 と し た 
シン プル な シス テム と し まし た 。 
・ 申 請 者 情報 確認 : 
G ビ ズ ID に ご 登録 の 属性 情報 が 初期 表示 され ます 。 手続 き に あたり 修正 が 必要 な 場合 は 、 そ の 場 で 入力 が 
可能 で す (G ビ ズ ID の 属性 情報 は 変更 され ませ ん ) 。 


手続 選択 : 
法令 根拠 の 分 類 か ら の 絞込み 、 も し く は フリ ー ワ ー ド で の 絞込み が 可能 で す 。 


・ 提 出先 選択 : 
部 署 の 分 類 か ら の 絞込み 、 も し く は フリ ー ワ ー ド で の 絞込み が 可能 で す 。 


・ 申 請書 ・ 届 出 書 等 の 添付 : 
Word、Excel、PDF な どの ファ イル を 複数 同時 に 添付 可能 で あり 、 一 つの 申請 ・ 届 出 等 に 合計 300MB ま で ファ イ 
ル の 添付 が 可能 で す 。 


〇 更に 、 申 請書 ・ 届 出 書 の 各種 様式 に つい て は 、 金 融 庁 ホー ムペ ー ジ に 整備 し て お り 、 ダ ウン ロー ド の 上 ご 利用 
いた だ け ま す 。 な お 、 新 シス テム の 運用 開始 に 伴い 、 金 融 庁 ホー ムペ ー ジ で 提供 し て いる 各種 申請 書 や 届出 書 
の 様式 を 大 幅 に 拡充 し まし た 。 


① 新 シス テム の ログ イン 画面 本 
oa 1 ees gEBiz 
4 金融 庁 ーー ャ ィ ン > っ > 医 還 ーー 
② 申 請 ・ 届 出 時 の 入力 画面 ③ 手 続 選択 、 提 出先 選択 の 画面 
る 人 ao ーー 【 手 続 選 択 画面 】 





分 類 で の 
絞り 込み 例 








mm 
【 提 出先 選択 画面 








【 手 数 料 等 手続き 損 用 】 
El 





手 務 料 和 手続 き 荒 用 折 和 生 























【 連 名 】 = を の 打 に は 人 名 等 bE し て 下る 
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【 コ メン ト 商 】 








申請 書 等 の 添付 





統括 金融 証券 検査 官 


九州 時 務 局 理財 部 理財 梨 





④ 申 請書 ・ 届 出 書 等 の 添付 画面 ⑤ 各 種 申請 書 ・ Mk 
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に つい て 」 の URL ss 
・ 新 シス テム に 関す る 情報 を 集約 し て お り ま す 。 Pr 
・ 新 シレ ステ ム ご 利用 の 際 は ご 参照 くだ さい 。 ーーーー ニ ーーーーー 

(手続 一 覧 、 申 請書 ・ 届 出 書 様 式 、 シ ステ ム へ の 
URL、 利 用 ガイ ド 、FAQ 等 ) ーー 
https://www.fsa.gojp/common/shinsei/online.html PP 

今後 の 開発 等 に つい て > 


〇 新 シ レス テム に つい て は 、 本 年 6 月 の 運用 開始 後 も 追加 的 に 開発 を 続け て いく 予定 で す 。 現在 は 、 当 局 へ 収入 
印紙 等 で 納付 され て いる 手数 料 の 支払 等 に つい て も 電子 納付 が 行え る よう に 機能 拡充 を 進め て お り 、 令 和 4 年 
度 下期 の 運用 開始 に 向け て 関係 省庁 と 調整 し て いる と ころ で す 。 


〇 引き 続き 、 金 融 庁 に お ける 業務 ・ 手 続き の 利便 性 向上 や 運用 の 効率 化 を 図り 、 金 融 庁 の デジ タラ イ ゼ ー シ ョ ン 
を 推進 し て いく 予定 で す 。 こう し た 取組 み を 通じ て 、 金 融 機関 等 の 民間 部 門 に お ける デジ タル 化 を さら に 後押し し 
て いき た いと 考え て いま す 。 


〇 以上 、 本 年 6 月 末 か ら 運 用 を 開始 し た 金融 店 電子 申請 ・ 届 出 シ ステ ム の 概要 に つい て ご 説明 させ て いた だ き 
まし た 。 事業 者 の 方 々 に は 、 ぜ ひ 本 シス テム を ご 利用 いた だ き 、 ご 不便 、 ご 不明 な 点 が あり まし た ら 、 遠慮 な く 金 
融 庁 まで お 問い 合わ せい た だ けれ ば と 思い ます 。 


令 和 コソ コソ 開発 苦労 ば な し > 

「 当 庁 の 手続 約 4 千 を オン ライ ン で 取り 扱え る シス テム を 令 和 3 年 3 月 末 ま で に 構築 せよ !」 と ミッ 
ショ ン を 告げ られ た の が 、 最 初 の 緊急 事態 宣言 が 発令 され た 令 和 2 年 の 春先 の 頃 。 そ こ か ら 本 格 的 な 仕様 
検討 、 調 達 に 向け た 準備 、 関 係 部 署 と の 調整 等 の "全集 中 "が 必要 な 多忙 な 日 々 が 始ま っ た の で し た 。 

どん な に 急い で も 開発 着手 は 夏 明 け と の 見 込み で あっ た た め 、 令 和 3 年 3 月 末 の 開発 完了 を 必 達 すべ く 、 
開発 手法 は 既成 部 品 を 活用 する 高速 開発 手法 を 採用 し 、 か つ 、 プ ロト タイ ブ 型 開発 を 組み 合わ せ た 、 こ れ 
まで 実績 の な い チ ャ レン ジン グ な 取組 み と な り ま し た 。 ま た 、 コ ロナ 褐 と いう こと も あり 、 開 発 事業 者 様 
の ン で の 対話 の み で 、 非 常に コミ ュ ニ ケー ショ ン が 取り に くい 状況 で 開発 を 進め る 必要 が あり 

し た 。 

そん な ギリ ギリ な 状況 の 中 、 鬼 の よう な 諸事 情 に より 、 開 発 期間 残り 3 か 月 の タイ ミン グ で 大 き な ス 


コー プ 変 更 を 行わ ざる を 得 な い 難関 に も ぶつ か り ま し た が 、 開 発 事業 者 様 の ご 尽力 も あり 、 無事 に 乗り 切 

る こと が で き 、 わ ず か 6 か 月 あま り の 短期 開発 を 完遂 で きま し た 。 

3 当 シ ステ ム の 構築 に お いて は 、 各 局 総務 課 や 管理 室 等 に も 多大 な ご 支援 を いた だ き 、 
ー こ オー ル 人 金融 庁 で 対応 で きた こと で 、 当 初 の 予定 どおり に 責務 を 全う (カッ ト オ ー 


AA 3 バー) する こと が で きま し た 。 
情報 化 統 括 室 開発 担当 者 談 





抹殺 ニノ nn 





1. シン ガ ポ ー ル に お ける フィ ン テ ッ ク 事 情 

金融 (Finance) と 技術 (Technology) の 融合 に よる 革新 的 な サー ビス (フィ ン テ ッ ク ) は 最も 成長 が 期待 され る 産業 の 一 
つと 言わ れ て いま すず 。 

シン ガ ポ ー ル に お いて も フィ ン テ ッ ツク 市 場 は 急速 に 拡大 し て お り 、2015 年 の 当地 で の フィ ン テ ッ ク 企 業 は 100 社 未満 ・ 
1.100 人 余り を 雇用 ・2 億 米 必 の 調達 を し て いる に 過ぎ ませ ん で し た が 、2020 年 で は 1.000 社 以上 が 活動 し 約 10.000 人 を 
雇用 し て お り 、2019 年 の 調達 額 は 8 億 米 呈 以上 と な る まで 成長 し て いま す ( 図 1・2) 。 





















































羽 1 : シンガ ポー ル ・ フ ィ ン テ ッ ク 企 業 に wo Rp ョ 田 * 内 
及び 6 数 の 変人 人 図 2: シ ン ガ ボー ル に お ける FinTech 調 達 金額 
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DBEVONDS GD 0 人 Grab 社 へ の 投資 金額 を 除く 。 Singapore FinTech Association, “SINGAPORE 


FINTECH LANDSCAPE 2020 AND BEYOND"(p1) よ り 抜 粋 。 


こう し た 急 成長 の 背景 に は 、 シ ン ガ ポー ル が 官民 一 体 で フィ ン テ ッ ク ・ エ コシ ステ ム の 構築 に 精力 的 に 取り 組ん で いる 
こと が 挙げ られ ます 。 政府 に よる フィ ン テ ッ ク 企 業 へ の 助成 金 や ハッ カ ソ ン (短期 間 で サー ビス や シス テム を 開発 し 成果 
を 競う 技術 コン テス ト ) 等 の 主催 、 産 官学 連携 で の 研究 開発 等 、 優 れ た 技術 や 繋が り が ある と 思え ば 国籍 や 組織 体 に 
関わ ら ず 巻 き 込ん で いく スタ イル が 特徴 的 で す 。 


2. 日 系 金融 機関 この ミー ト ア ッ プ イベ ント の 開催 

この よう な シン ガ ポ ボー ル に お ける フィ ン テ ッ ク 企 業 と 日 本 の 金融 機関 この 間 の ビジ ネス 連携 を 促す 観点 か ら 、 在 シン 
ガ ポ ー ル 日 本 国 大 使 館 で は 、9 月 3 日 、 一 般 社団 法人 Fintech 協 会 、 金 融 店 総合 政策 局 総合 政策 課 フ ィ ン テ ッ ク 室 、 独 
立 行政 法人 日 本 貿易 振興 機構 (JETRO) 、 シ ン ガ ポー ル ・ フ ィ ン テ ッ ク 協 会 (Singapore FinTech Association、 以下 SFA) 
と 協力 し 、 シ ン ガ ポー ル で 活躍 する フィ ン テ ッ ク 企 業 と 日 系 金融 機関 この オン ライ ン ・ ミ ー ト アッ プイ ベン ト "Singapore 
Fintech Webinar & Meetup with Japanese Financial Institutions” を 開催 いた し まし た 。 当該 イベ ント で は 、SFA の 協力 の 
下 、 日 本 市 場 へ の 進出 、 又 は 日 本 市 場 で の 事業 拡大 に 関心 を も つ 当 地 フ ィ ン テ ッ ク 企 業 5 社 に 登 協 し て も らい 、 企 業 毎 
の 個別 ブー ス に 分 か れ て 意見 交換 を 実施 し まし た 。 金融 機関 を 含め 50 社 以上 の 日 系 企業 の 方 に 参加 頂き 、 す べ て 英 
語 で の イベ ント で し た が 、 技 術 的 な 面 も 含め て 大 変 活発 な 意見 交換 が な され まし た 。 

個人 的 に と て も 驚い た の は 、 日 本 の 地方 銀行 の 方 々 も 含め 、 非 常に 多く の 日 系 金融 機関 や シス テム ・ ベ ンダ ー の 
方 々 か ら イ ベン ト へ の 参加 の お 申し 込み を 頂い た こと で す 。 中 に は 、 当地 に お いて 積極 的 に 連携 先 の フィ ン テ ッ ク 企 業 
を 探し て いら っ し ゃ る 金融 機関 の 方 も お り 、 日 系 金融 機関 の 皆様 に お いて も 、 規模 の 大 小 を 問わ ず 、 か つて な く フ ィ ン 
テッ ク へ の 関心 が 高まっ て いる こと を 実感 致し まし た 。 

また 他方 で 、 実 際 の フィ ン テ ッ ク 企 業 と の 事業 連携 に あたっ て は 、 採 用 企業 側 に お ける シス テム 開発 の や り 方 自体 の 
再考 が 必要 に な っ て くる 、 と いう 意見 も 聞か れ ま し た 。 特定 の 分 野 に お ける 革新 サー ビス を 提供 し 顧客 ニー ズ に 合わ せ 
て テス ト を 繰り 返す 、 ア ジャ イル 型 の 開発 手法 を と る フィ ン テ ッ ク 企 業 は 、 時 に 、 予 算 や 企画 を 最初 か ら 決 め て いる 
ウォ オー ターフ ォ ー ル 型 の 開発 手法 を と る 多く の 日 本 の 大 手 企業 に は 馴染 まな いこ と が ある よう で す 。 どちら が 良い と いう 
話 で は な く 、 革新 的 な 技術 や サー ビス に 出会う 中 で 、 必 要 に 応じ て 組織 の 意思 決定 の あり 方 自体 も 変え て ゆく と いう 点 
は 、 金 融 機関 だ け で な く 我々 当局 に も 当て は まる 話 だ と 感じ 、 大 変 勉強 に な り ま し た 。 

シン ガ ポ ー ル 政府 は 2014 年 に スマ ー ト ・ シ ティ 構想 を 公表 し て 以来 、 生活 の あら ゆる 側面 で デジ タル 化 を 推進 し て い 

ます 。 こ うし た 当地 政府 の 動き を 日 本 市 場 の 発展 に 活か せる よう 、 貢献 し て いき た いと 思っ て いま す 。 = 
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(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 個人 的 見 解 で あり 、 所 属 組 織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。) 


























1. は じ め に 

金融 庁 は 、 本 年 9 月 3 日 、「 顧 客 本 位 の 業務 運営 に 関す る 原則 」 (以下 、 原 則 ) に 基づく 取組 方 針 を 整理 し た 金融 
事業 者 リス ト ( 本 年 6 月 末 時 点 ) を 公表 ※ し た 。 本 稿 で は 、 当 リ スト の 狙い や 、 金 融 事 業者 に 今後 、 期 待 する 対応 を 
整理 し た い 。 


2. 金融 事業 者 リス ト 公表 の 背景 
(1) 顧 客 本 位 の 業務 運営 の 定着 状況 

原則 公表 (2017 年 3 月 ) か ら 4 年 半 が 経過 し た 。 その 採択 者 数 は 増加 を 続け 、2020 年 12 月 末 時 点 で 2.098 社 と な 
る な ど 、「 顧 客 本 位 」 の 理解 は 広がっ て いる よう に 見 受け られ る 。 

この 原則 の 下 で は 、 顧 客 が より 良い 取組 み を 行う 事業 者 を 選択 する メカ ニズム の 実現 が 期待 され て いる 。 国 民 
の 安定 的 な 資産 形成 を 目指 す 際 、 顧 客 に と っ て は 、 自 ら の ニー ズ に 則 し た 人 金融 商品 ・ サ ービス を 提供 する 事業 者 
を 選択 で きる こと が 重要 と な る 。 一 方 、 事 業者 か ら み る と 、 顧 客 本 位 の 良質 な 金融 商品 ・ サ ービス の 提供 を 競い 合 
うこ と で 、 安 定 的 な 顧客 基盤 が 確保 され 、 更 に は 持続 可能 な ビジ ネス の 定着 に 繋が る こと が 望ま れる 。 こ うし た 好 
循環 の メカ ニズム 発揮 は 規制 (ルール) だ け で 達成 で きる も の で は な く 、 各 社 の 創意 工夫 も 必要 と な る (プリ ン シ プ 
ル ベ ー ス ) 。 

し か し な が ら 、 採 択 者 の 各々 の 取組 方 針 を みる と 、 顧 客 本 位 を 実現 する た め の 様 々 な 工夫 や 、 そ の 成果 を 分 か 
りや すく 情報 発信 する 動き は 限定 的 な ほか 、 概 念 的 な 記述 も 多い 。 こう し た こと も あっ て か 、 当 庁 が 実施 し た 「 顧 客 
意識 調査 」 で は 、 利 用 者 が 取組 方 針 を 活用 し て いな い の み な ら ず 、 認 識 さ れ て いな い 実 態 が 確認 され て いる 。 

こう し た 状況 も 踏ま え 、 金融 審議 会 市 場 ワ ー キ ング ・ グ ルー プ で は 、 各 事業 者 が 取組 方 針 等 を 公表 する 際 に は 、 
原則 2 て 7 に 示さ れ た 項目 毎 に 実施 の 有無 を 検証 し 、 そ の 内 容 が 分 か る よう に 明示 する こと 、 金 融 庁 に お いて 「 金 
融 事業 者 リス ト 」 を 公表 する 際 に は 、 各 事業 者 の 取組 方 針 等 を 項目 毎 に 比較 で きる よう に する こと 等 が 提言 され た 。 





(2)「 見 える 化 」 に 向け た 施策 の 公表 
金融 店 は 、 こ の 提言 を 踏ま えて 、「 金 融 事 業者 に お ける 顧客 本 位 の 業務 運営 の さら な る 浸透 ・ 定 着 に 向け た 取組 
み に つ いて 」( 本 年 4 月 12 日 ) で 、 原 則 の 一 層 の 定着 を 図る た め の 施 策 と し て 、 次 の 点 を お 示し し た 。 
① 金 融 事業 者 に よる 金融 庁 へ の 報告 
金融 庁 は 、 原 則 を 採択 し 、 当 庁 が 公表 する 金融 事業 者 リス ト へ の 掲載 を 希望 する 事業 者 に 対し て 、 取 組 方 針 
等 の 公表 状況 に 加え 、 取 組 方 針 等 と 原則 2<7 の 対応 関係 等 を 、 改 め て 報告 を 求め る こと と し た 。 
② 人 金融 庁 に よる 「 金 融 事 業者 リス ト 」 公 表 の 新た な 考え 方 
金融 事業 者 リス ト に は 、 上 記 の 対応 関係 等 を 明確 に 砂 し て いる こと が 確認 で きた 先 の み 掲 載 す る こと と し た 。 


※ 本 年 9 月 3 日 公表 、「『 顧 客 本 位 の 業務 運営 に 関す る 原則 』 等 に 基づく 取組 方 針 を 公表 し た 金融 事業 者 リス ト ( 本 年 6 月 
未 時 点 ) の 公表 に つい て 」 は 、https://www_fsa.go.jp/news/r3/kokyakuhoni/202109/fd_2021.html を ご 参照 くだ さい 。 6 





この 取組 み 全 体 の 狙い は 、 事 業者 が 、 各 原則 に 対し て 、 営業 現 場 の 実際 の 状況 を 踏ま えて 、 取 組み を 改め て 検 
討 する と と も に 、 そ の 内 容 を 顧客 に 分 か りや すく 情報 発信 する よう 促す こと (「 見 える 化 」) に ある 。 金融 庁 と し て は 
「 見 える 化 」 を 通じ て 、( 上 記 の ) 好 循環 の メカ ニズム 発揮 の 後押し を 狙っ て いる 。 特に 、 取 組 方 針 等 に お ける 記載 
内 容 の 具体 化 が 大 切 と 考え て いる 。 具体 化 を 通じ て 、 事 業者 毎 の 取組 み の 違 い が 明 ら か に な れ ば 、 コ スト や アク 
セス の 容易 さ の みな ら ず 、 個 々 の 顧客 の ニー ズ に 合っ た 金融 商品 ・ サ ービス を 提供 し て いる か と いう 観点 か ら 、 選 
択 が し や すく な る こと が 期待 され る た めで ある 。 


3. リス ト 公 表 と 見 えて きた 8 
(1) 「 金 融 事 業者 リス ト 」 の 公表 に つい て 

金融 庁 は 、 本 年 9 月 3 日 に 事業 者 リス ト ( 第 1 回 ) を 公表 し た 。 対象 は 、 本 年 6 月 末 ま で の 上 記 (2)① の 報告 に 基 
づく も の で 、 取 組 方 針 等 を 項目 毎 に 比較 で きる 形 と し て いる 。 こ の リス ト 作 成 に 際 し て は 、 上 記 の 対応 関係 が 明確 
に 示さ れ て いる こと を 確認 し て いる 。 逆 に 言え ば 、 当 リ スト に 掲載 され て いる 金融 事業 者 の 取組 方 針 の 内 容 の 適 
切 性 や 実施 状況 の 十分 性 な ど に 関し て 、 金融 庁 は 具体 的 な 判断 を 行っ て いな い 。 

な ぜ な ら 、「 見 える 化 」 に お ける 金融 庁 の 役割 は 、 金 融 機関 の 特定 の 行為 を や め さ せ る こと で は な く 、「 顧 客 本 位 
の 業務 運営 」 の 実現 に 向け て 積極 的 に 創意 工夫 を し よう と する 先 の 商品 ・ サ ービス 普及 を 支援 する こと だ か ら で あ 
る 。 こ うし た 観点 に 立っ て 、 内容 の 適切 性 の 判断 は 顧客 に 任せ 、 形 式 の み を 確認 する に と ど め て いる 。 


(2) 確認 作業 か ら み えて きた 課題 

金融 庁 は 、 顧 客 本 位 の 実現 に 当たっ て は 、 各 金融 事業 者 が 顧客 、 サ ービス ・ 商 品 の 分 析 や 把握 に 基づき 、 取 組 
方 針 等 を 作成 し 、 顧 客 に 示し た 上 で 、 営業 現場 に お いて 実践 する こと が 重要 だ と 考え て いる 。 見 える 化 で は 、 そ の 
うち 、 取 組 方 針 や KPI 等 の 進捗 状況 の 開示 等 が 、 顧 客 に と っ て 、 有 用 な 形 で 具体 化 さ れ て いる か に 焦点 を 当て て 
いる 。 

し か し な が ら 、 今 回 の 確認 で は 、 物 足り な く 感 じ た 取 組 方 針 も 多く み ら れ た 。 具体 的 に は 、 上 記 の 対応 関係 を 自 
社 の ホー ムペ ー ジ な ど で 明 確 に 示さ れず 当該 リス ト に 掲載 で き な い 多数 の 例 が 見 受け られ た 。 また 、 リ スト 掲載 先 
の 中 に も 、 原則 と 代り 映え し な い 文 言 が 見 受け られ る な ど 、 市 場 WG 提 言 を 踏ま えた 問題 提起 を 十分 に 踏ま えて 
いな いも の も あっ た 。 こ の 背景 に は 、( 当 庁 の 技術 的 な 説明 不足 に 加え て 、) 見 える 化 が 顧客 向け の 施策 と いう 点 
が 伝わり 切っ て いな い 点 が ある だ ろう 。 事業 者 リス ト の 掲載 に 当たっ て は 、 顧 客 に と っ て 有用 な 情報 が 提示 され て 
いる こと を 前 提 と し た うえ で 、 金融 庁 向け に 報告 を 求め て いる こと を 改め て 強調 し た い 。 


(3) 金融 事業 者 に 期待 され る こと 

金融 事業 者 は 、 今 回 の 「 見 える 化 」 対 応 を 単なる 机上 の 作業 と せ ず 、 経 営 陣 か ら 営 業 職員 まで を 含め た 検討 の 
きっ か け に し て 頂け れ ば と 考え て いる 。 こ の 点 、 確 認 を 通じ て 、 あ る 担当 者 か ら 、「 取 組 方 針 等 を 、 事 業者 の 営業 現 
場 と お 客 さ ま と の 間 の 共通 理解 を も た ら す た め の も の と 捉え 、 中 身 や 示し 方 を 、 営業 現場 ・ 本 部 ・ 経 営 陣 と 一 体 と 
な っ て 検討 し た 」 と いう 前 向き な ご 意見 も 頂い た 。 そう し た 先 の 中 に 、 創 意 工夫 の も と で 、 顧客 に 対し て 明瞭 か つ 充 
実 し た 取組 方 針 を 示し つつ 、 対 応 関係 を 別表 に より 明確 に 示し て いる 事例 な ども 見 受け られ た 。 


翻っ て 、「 顧 客 本 位 の 業務 運営 」 は 、 金 融 事業 者 の リテール ・ ビ ジネス (金融 商品 の 販売 、 助 言 、 商 品 開発 、 資 産 
管理 運用 等 の イン ベス トメ ント ・ チ ェ ー ン の 最終 受益 者 向け ビジ ネス ) に か か る 経営 姿勢 その も の が 問わ れ て いる 
と 理解 し て 頂き た い 。 そう し た 理解 に 立っ て 、 経 営 陣 を 中 心 に 、 誰 に 対し て 、 ど ん な 商品 ・ サ ービス を 、 ど うい っ た 形 
で 提供 する こと が 「 顧 客 の 最善 の 利益 」 に 繋が る か を 分 析 し た 上 で 、 リ テー ル 戦 略 を 検討 し 、 顧 客 向け の 取組 方 針 
と し て 示し て 頂く 必要 が ある 。 その 上 で 、 商 品 ・ サ ービス の 提供 を 行う 現場 が 、 し っ か り し た 付加 価値 を 実際 に 提供 
し て いた だ く 必 要 も ある 。 更に は 、 実 施 で きた 成果 を 踏ま えて 、 必 要 に 応じ て 、 取 組 方 針 を 見 直す 必要 が ある 。 顧 
客 本 位 の 実現 に 向け て 重要 な こと は 、 個別 の ルー ル 順 守 ( 狭 い 意 味 で の コン プラ イア ンス ) の よう に 、 個々 の 原則 
を 形式 的 に 満た し て いる か どう か で は な い 。 


金融 事業 者 に お ける 「 取 組 方 針 ・ 取 組 状 況 」 の 活用 


基本 方 針 ・ 年 度 の 
具体 策 等 の 策定 
取組 結果 の 整理 と 具体 策 の 
次 年 度 の 具体 策 等 の 策定 営業 現場 に お ける 実践 
経営 陣 ・ 本 部 ・ 営 業 現場 職員 
に よる 振り 返り 


事業 者 に お ける 当面 の 課題 は 、 公 表し て いる 取組 方 針 に 沿っ た 実践 で あり 、 そ の 整理 で ある 。 次 年 度 に 向け て 、 
早い 段階 か ら 取 組 状況 の 整理 を 始め 、 来 年 度 の 結果 の 報告 に 備え て 頂き た いと 考え て いる 。 


4. 金融 庁 の 課題 

金融 庁 と し て は 、「 顧 客 本 位 の 業務 運営 」 を 積極 的 に 推進 する 先 が 、 よ り 顧 客 に 認知 され 、 選 択 さ れる よう な 環境 
形成 に 向け て 、 様 々 な 情報 発信 し て 参り た い 。 特に 、 利 用 者 の 取組 方 針 等 に 対す る 認知 度 が 十分 と は 言え な い 
点 に 対し て 、 こ れ ま で 以上 に 、 情 報 発信 し た いと 考え て いる 。 

「 見 える 化 」 を 通じ て 、 顧 客 が ニー ズ に 沿っ た 事業 者 を 選択 し や すく な り 、 ひい て は 安定 的 な 資産 形成 の 実現 に 
つなが っ て いく と 共に 、 事 業者 に と っ て も 、 顧 客 本 位 の 業務 運営 が 安定 的 な ビジ ネス に つなが る こと を 期待 し て い 
る 。 





政策 解説 コー ナー 





金融 庁 は 、 本 年 8 月 31 日 「 企 業 ア ン ケ ー ト 調査 の 結果 」 を 公表 ※1 し まし た 。 本 稿 で は 、 そ の 概要 を 紹介 いた し ます 。 


は じ め に 

金融 庁 で は 、 金 融 行政 の 効果 の 確認 と 地域 金融 機関 と の 持続 可能 な ビジ ネス モデ ル の 構築 に 向け た 対話 に お 
ける ツー ル の 一 つと し て 、2015 事 務 年 度 以降 、 顧 客 企業 の 評価 を 確認 する アン ケー ト 調 査 ( 企 業 ア ン ケ ー ト ) を 実 
施し て いま す 。 地域 金融 機関 を メイ ン バ ン ク と する 中 小 ・ 小 規模 企業 を 中 心 と し た この 調査 に お いて 、 各 地域 金融 
AM それ に 基づく 対話 を 行う こと で 金融 仲介 機能 の 質 の 向上 を 目 

旧 し て いま す 。 

6 回 目 と な る 今回 調査 で は 、 従 来 か ら 行っ て いる 地域 金融 機関 (メイ ン バ ン ク ) の コミ ュ ニ ケー ショ ン に 係る 評価 に 
加え 、 コ ロナ 拡大 に よる 企業 の 資金 繰り に 係る 影響 や 地域 金融 機関 に よる 支援 、 金 融 機関 か ら 期待 する 経営 改 
善 支援 サー ビス に つい て も 確認 し まし た 。 地域 金融 機関 を メイ ン バ ン ク と する 中 小 *・ 小 規模 企業 を 中 心 に 、 約 3 万 
社 に アン ケー ト 調 査 へ の 協力 を 依頼 (外部 委託 ) し 、10,162 社 か ら 回 答 を 得 ま し た 。 


図 1 コロ ナ 発生 後 ・ 現 在 の 資金 繰り 状況 
20% 40% 60% 80% 





型 コ ロナ ウイ ルス の に つい て 0% 
コロ ナ 発 生後 (2020 年 2 月 2021 年 3 月 ) に は 


100% 


「 安 定 し て いな か っ た 」 と し た 企業 が 相応 に あり ま 
し た が 、 本 調査 時 点 (2021 年 4 月 ) で は 、「 安 定 し 
て いる 」 と し た 企業 の 割合 が か な り 増 えて いま す 。 
金融 機関 か ら 支 援 を 受け た 企業 は 7 割 弱 に も 達 
し 、 そ の うち ほぼ 全て が 資金 繰り 支援 を 受け て い 
ます 。 コ ロナ の 影響 を 受け た 企業 に 対し 、 資 金 繰 
り を 中 心 と し た 支援 を 着実 に 行っ て きた こと が 有 暑 
われ まし た ( 図 1、2 参 照 ) 。 


コロ け 発 生後 
(n=10.031) 
現在 
(n=10.002) 


邊 安定 し て いた ロロ 安定 し て いな か っ た 


今後 、 金 融 機関 に 期待 する 経営 改善 支援 サー ビス の 上 位 5 項目 は 、① 取 引 先 ・ 販 売 先 紹介 、② 各 種 支 援 制 度 
の 紹介 や 申請 支援 、③ 事 業 承継 に 関す る アド バイ ス ・ 提 案 、④ 経 営 人 材 の 紹介 、⑤ 財 務 内 容 の 改善 支援 と いう 
順 と な り ま し た 。 中 で も 、「 経 営 人 材 の 紹介 」 に 至っ て は 、「 手 数 料 を 支払 っ て も 良い 」 と の 回 答 が 5 割 詳 と な り ま し 
た ( 図 3 参 照 )。 

地域 金融 機関 に は 、 引 き 続 き 、 継続 的 な 資金 繰り 支援 と 、 ア フタ ー コ ロナ を 見 据え た 事業 継続 に お ける 課題 解 
決 に 資す る 迅速 か つ 積 極 的 な 支援 が 求め られ て いる こと が 肝 わ れ ま し た 。 


図 2 金融 機関 に よる 支援 


受け た 支援 の 内 訳 


全体 ・ 債務 者 区 分 別 支援 状況 
60% 


80% 








0% 20% 40% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100% 
全体 (に に dllllili' マ eS3 款 寺 款 
8 ue 人 1 | 
A hio]l ie 
正常 先 上 位 
6 27 
正常 先 下位 < ar 7 
が 証 699 | NN 10 
要 注 意 先 以下 9 
s2614) 【 ika 24 
金融 機関 か ら 支援 を 受け た 
ロ 金 融 機 関 か ら 新た な 支援 は 受け て いな い 資金 繰り 支援 ロ 両 方 ロ 経 営 改善 支援 サー ビス 


※ 本 年 8 月 31 日 公表 、「 企 業 ア ン ケ ー ト 調査 の 結果 」 に つい て は 、 
https://www_fsa.go.jp/policy/chuukai/index.html を ご 参照 くだ さい 。 O 





図 3 金融 機関 に よる 支援 (経営 改善 支援 サー ビス ) 


全体 ・ 債 務 者 区 分 別 全体 手数 料 を 支払 っ て も よい と 回 答 し た 割合 
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38. 
制度 の 紹介 や 申請 の 支援 三 三 三 = 
各種 支援 制度 の 紹介 や 申請 の 支援 0 
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メイ ン バ ン ク に つい て 

「 経 営 上 の 課題 や 悩み の 把握 」「 経 営 上 の 課題 に 関す る 分 析 結 果 の 共有 」「 伝 えら れ た 経営 課題 や 評価 に 対 
する 納得 感 」 と いう 質問 に 対し 、 メ イン バン ク が 「 聞 いて くれ る 」、「 伝 えて くれ る 」 か つ 「 納 得 感 が ある 」 と 回 答 し た 
企業 を メイ ン バ ン ク と の 間 で 課題 の 共通 理解 が 醸成 され て いる と いう 意 か ら 、「 企 業 と の 課題 共有 先 」 と 定義 し て 
お り ま す 。 

「 企 業 と の 課題 共有 先 」 で は 、「 是 非 、 取 引 を 継続 し た い 」 と する 企業 は 8 割 強 を 占め て お り 、 そ の 割合 は 「 企 業 
と の 課題 共有 先 以外 の 先 」(4 割 強 ) の 約 2 倍 と 明確 な 差 が 見 られ まし た 。 また 、「 継 続 し て 取引 する つも り は な 
い ・ 取 引 解消 を 考え て いる 」 と する 企業 の 数 が 0 社 と な っ て いま す 。 

一 方 、「 企 業 と の 課題 共有 先 以 外 の 先 」 で は 「 是 非 、 取 引 を 継続 し た い 」 と する 企業 は 4 割 強 、「 ど ちら か と 言え 
ば 取引 を 継続 し た い 」 と する 企業 を 含め て も 、「 企 業 と の 課題 共有 先 」 と の 結果 と は 差 が 見 られ ます 。 更に 、 少 な 
く と も 2 割 程 の 企業 に つい て は 、 今 後 の 金 融 機関 の 取組 状況 に よっ て は 取引 金融 機関 を 変更 する 可能 性 を 示 
唆 し て いま す 。 

以上 の こと か ら 、 企業 と 課題 を 共有 し 、 共 通 理 解 の 醸成 を 進め る こと が 、 企 業 の ニー ズ や 課題 を 捉え た 納得 感 
の ある 融資 や サー ビス の 提案 を 行う こと を 通じ 、 よ り 安 定 的 な 顧客 基盤 の 確保 に 繋が る 可能 性 が ある こと が 先 














えま す 。 
図 4 共通 理解 の 醸成 と 安定 的 な 顧客 基盤 の 確保 
企業 と の 課題 共有 先 割 合 企業 と の 課題 共有 先 と 企業 と の 課題 共有 先 以外 の 先 の 回 答 差異 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
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a 0 0.9 
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(n=1,072) 16.0 i 
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ク 内 容 に 納得 感 が ある 
正常 先 上 位 
(n=717) こ ニー RO 36.8 8.2 
EVO Ts EE 8 | 120 同 
基盤 の 確保 (n=2,581) 
要 注 意 先 以下 
a 間 開 ny) 399 | 173 本 
回 是非 、 取 引 を 継続 し た い ロロ どちら か と いえ ば 取引 を 継続 し た い 
ロロ どちら と も いえ な い ロ ど ちら か と いえ ば 取引 を 継続 し た く な い 


継続 し て 取引 する つも り は な い ・ 取 引 解消 を 考え て いる 
お わり に 
本 事務 年 度 に お いて も 、 取引 金融 機関 に 対す る 顧客 企業 の 評価 を 確認 する こと に より 、 地 域 金融 機関 の 取 
組 状況 を 把握 する と と も に 、 金 融 仲介 機能 の さら な る 発揮 を 促す こと を 目的 と し 、 企業 アン ケー ト を 実施 いた し 
計 oe 
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政策 解説 コー ナー 





は じ め に 

金融 庁 は 、 本 年 9 月 10 日 に 「2021 年 保険 モニ タリ ング レポ ー ト (以下 、「 本 レポ ー ト 」) 」 を 公表 ※1 し まし た 。 本 レ 
ポー ト は 、 金 融 庁 が 課題 と 認識 し て いる 主 な 事項 に つい て 、 昨 事務 年 度 の モニ タリ ング で 把握 し た 実態 や 課題 等 
を と り ま と め て 整理 し 、 さ ら に 、 そ れ を 踏ま えた 本 事務 年 度 の モニ タリ ング 方 人 針 を 公表 する も の で す 。 本 レポ ー ト の 
公表 を 通じ て 、 保 険 行政 の 透明 性 を 高め つつ 、PDCA サイ クル を より 強く 意識 し た 行政 運営 を し て いく こと を 目的 と 
し て いま す 。 金融 庁 が 保険 行政 に 特 化し て こう し た レポ ー ト を 公表 する の は 初 の 試み で す が 、 今後 も 継続 し て いき 
た いと 考え て いま す 。 本 稿 で は 、 本 レポ ー ト の 概要 を ご 紹介 させ て いた だ きま す 。 


2021 年 保険 モニ タリ ング レポ ー ト ( 主 な ポイ ント ) 


硬 大 款 の 法 昌 に 基づき 、 個人 や 企業 の 経済 的 リス ク を ヘッ ジ す る 社会 的 機能 を 効率 6 的 ・ 安 定 的 に 提供 
上 析 関 投資 家 と し て 活力 ある 質 本 市 考 と 安定 的 な 資産 形成 の 実 型 こ 容 与 


保険 会 社 を 取り 巻く 理 境 補 1 化 と 攻 課 逢 








- 理 境 変 化 ---------------ー-ー-ー-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー=--- 
還 人 口 泌 少 ・ 技 術 葉 新 等 | に こよ り 国 内 保険 市 場 が 商 小 する 可能 性 や 、 低 金 利 理 境 心 継 綱 こ よる 収益 環境 の 刻 化 
画 : 肖 喪 者 の ライ フス タイ ル ・ 呈 好 、 デジ タル 化 の 進展 等 に よる 顧客 ニー ズ の 変化 


。 ! 
画 内 外 経 済 ・ 市 場 の 変 還 気候 変動 リス クタ の 増大 パンデミック の 発生 等 に よる リス クタ の 変化 I 





天 持久 可 能 な ビジ キス モテ ル の 構 委 還 財務 の 健全 性 の 確保 
ョ グル ー プ ガバ ナオ ンス の 高度 化 還 語 客 本 位 の 業務 運営 
画 自然 災 寄 の 色 革 ・ 匠 其 化 へ の 対応 少額 短期 保 陰 堆 考 の 和 態勢 整 借 


金融 庁 の 取組 み 


還 保 際 会社 が 社会 的 意義 を 折 来 に わた っ て 果たし て いく た 紹 に は 、 環境 変化 へ の フォ ロー ドル ッ キ ング な 対応 不可 
祥 で ある こと か ら 、 年 眠 庁 と し て も 庄 放 頼 を 7 に 把 探し た 上 で 各社 と 深度 ある 対話 ・ モ ニタ リン グ を 実施 し 、 その 


取組 み を ( 皿 レ てい 
大 その た め .、 これ まで の モニ タリ ング の 結 時 と 本 事務 年 度 の 保 際 行 政 必 透明 性 を 高め つつ 、 PDCA サイ クル を より 強 
く 間 中 し た 運営 方 針 を 記載 し た 「 保 際 モ ニタ リン グレ ポー ト 」 を 公表 し 、 を 行っ て し 


持続 可能 な ビジ ネス モデ ル に つい て 

人 口 減少 や 技術 革新 に よる 保険 市 場 縮小 の 可能 性 、 低 金利 の 継続 や 気候 変動 リス ク の 増大 と いっ た 中 長期 的 
な 環境 変化 に 加え 、 ポ スト コロ ナ を 見 据え た 対応 が 保険 会 社 に は 求め られ て お り 、 各 社 の 対応 に つい て 対話 を 行 
いま し た 。 こう し た 中 、 生 命 保険 会 社 で は 営業 職員 チャ ネル を 中 核 に 据え た ビジ ネス モデ ル の 抜本 的 な 転換 は 行 
わ ず 、 対 面 と 非 対 面 が 融合 し た 営業 活動 モデ ル を 構築 すべ く 、 体制 整備 等 を 進め て いま す 。 ま た 、 損 害 保険 会 社 
で は 、 コ ロナ 以前 か ら の デジ タル 化 の 取組 み が コ ロナ に より 加速 (て いま す が 、 そ れ に 伴う 新た な リス ク へ の 対応 
が 課題 と な っ て いま し た 。 本 事務 年 度 は 、 各 祉 が 上 記 の よう な 中 長期 的 な 環境 変化 に どう 対応 し よう と し て いる の 
か 、 対 話 を さら に 深化 させ て いき ます 。 


財務 ・ リ スク 管理 に つい て 
① グル ー プ ガバ ナン ス の 高度 化 

大 手 保険 グル ー プ を 中 心 に 海外 事業 展開 が 進ん で いる 中 、 グ ルー プ ガ バナ ンス の 高度 化 を 図っ て いく < 必要 が あ 
り ま す 。 金融 庁 で は 、 昨 事務 年 度 は 監督 指針 を 改正 する な ど 、 規 模 ・ 特 性 に 応じ た グル ー プ 監督 を 行う た め の 枠 





※1 本 年 9 月 1 日 公表 「2021 年 保険 モニ タリ ング レポ ー ト 」 に つい て は 、 


https://www_fsa_gojp/news/r3/hoken/20210910/20210910.html を ご 参照 くだ さい 。 11 


組み を 整備 し 、 モ ニタ リン グ を 実施 し まし た 。 そ 
の 結果 、 海 外 子 会 社 に よる M&A 先 の 管理 や 、 
内 部 統制 ・ 内 部 監査 に 係る グル ー プ 共通 の 枠 
組み の 整備 等 の 課題 が 確認 され まし た 。 本 事 
務 年 度 は 、 改 正 監督 指針 で 示し た 「 有 効 な ガ 
バナ ンス 態勢 の 各 要 素 ( 図 1)」 が 有機 的 に 結 
び つ いて 機能 発揮 し て いる か 等 、 さ ら に 網羅 的 
か つ 深 掘り を し て 検証 し て いき ます 。 


② 自然 災害 の 多発 ・ 激 甚 化 へ の 対応 

近年 、 台 風 ・ 水 害 等 の 大 規模 自然 災害 が 多 
発し 、 損 害 保険 会 社 に お いて 火災 保険 金 の 支 
払い が 増え 続け ( 図 2) 、 こ れ に 伴い 再 保険 コ 
スト も 上 昇 する な ど 、 損 害 保険 会 社 の 大 き な 経 
営 課 題 と な っ て いま す 。 こう し た 中 、 金 融 庁 で 


図 1 : 有 効 な ガバ ナン ス 熊 勢 の 各 要 素 











グル ー プ 内 の : 守 雪 園生 役員 る 
協 働 及 び 意 還 戦略 の 共有 

















各種 方 針 ・ 規 程 ・ ガ カイ ドラ 4 人 狂 等 SR 
リエ ゾン 及び 本 部 担当 部 由貴 


共通 の 枠組 み の 構 築 と 
踏み 込ん だ 適切 な 関与 





相 m 関 与 ・ 指 示 (※2) 
※1 子会社 等 の N 


の 改廃 等 






グル ー プ 人 材 を 計画 的 に 
確保 育成 する た め の 人 事 戦略 の 具体 人 


グル ー プ リス フク 文化 の 醸成 策 の 実施 
(グル ー プ 価値 観 の 設定 及び 共有 、 トッ プレ ベル の メッ セー ジ 発 信 
会 社 等 の リス ク 文 化 の 把握 等 


図 2 : 国 内 損保 会 社 の 火災 保険 金 支払 額 推 移 





は 、 各 社 が 経営 レベ ル で 資本 ・ リ スク ・ リ ター ン 人 

の バラ ンス を 図る た め の 工 夫 を 行っ て いる こと ] 
保険 金 支 払い の た め の 損 保 業 界 横 断 取 組み : その 他 ( 水 清 れ 損害 など) | - 
の 検討 に 参画 する と と も に 、 損 害 保険 会 社 各 | a 

火災 保険 料率 の 細分 化 に つい て 、 よ り 適切 な H l | | | 
組み を 継続 し て いき ます 。 5 


三 * * * ご : 火災 、 落雷 、 破裂 ・ 爆 発 
を 確認 し まし た 。 また 災害 時 の 迅速 ・ 適 正 な (no 計 暫 = 
社 等 が 検討 を 進め て いる 水 災 リス ク に 応じ た 了 | 
2010 年 度 2011 年 度 2012 年 度 2013 年 度 2014 年 度 2015 年 度 2016 年 度 2017 年 度 2018 年 度 2019 年 度 


検討 を 促す べく 、 本 年 6 月 に は 有識者 懇談 会 wo 「. 
を 立ち 上 げ ま し た 。 本 事務 年 度 も こう し た 取り 間 


③ 財務 の 健全 性 の 確保 

コロ ナ の 拡大 に 伴う 主要 保険 会 社 の 財務 へ の 影響 に つい て モニ タリ ング を 実施 し まし た 。 その ほか 、 早 期 警戒 
制度 に 基づき 一 部 の 社 に 対し て 早め の 改善 を 促し た ほか 、 保 険 セ クタ ー 全 体 の シス テ ミ ッ クリ スク に つい て 、 
Holistic Framework ※2 に 基づい て モニ タリ ング を 行い まし た 。 また 、 監 督 会 計 に つい て 、 適 切な 財務 実態 の 把握 と 
健全 な 競争 環境 を 整備 する 観点 か ら 必要 な 見 直し を 行い まし た 。 な お 、 金 融 庁 で は 、 保 険 会 社 に お ける リス ク 管 
理 の 高度 化 を 促す こと を 目的 と し て 、 経 済 価値 ベ ー ス の ソル ベン シー 規制 の 導入 に 向け た 検討 を 行っ て いる と こ 
ろ で す が 、 そ の 検討 状況 を 本 年 6 月 に 公表 し まし た 。 来年 に は 制度 の 基本 的 な 内 容 を 暫定 的 に 決定 ・ 公 表す る べ 
く 着実 な 検討 を 進め て いき ます 。 


顧客 本 位 の 業務 運営 

① 営業 生命 保険 会 社 の 営業 職員 チャ ネル で は 、 こ れ ま で 金銭 詐取 問題 が 発生 に てき て お り 、 昨 事務 年 度 は 被 
害 額 が 19 億 円 を 超え る 特異 な 事案 も 発覚 し まし た 。 金融 庁 で は 、 当該 顧客 被害 を 生じ させ た 社 に 対し て 再発 防止 
策 の 策定 や 被害 者 対応 等 を 求め る と と も に 、 業 界 全体 に 対し て も 、 営 業 職員 管理 態勢 の 見 直し を 要請 し まし た 。 こ 
れ を 受け 、 生 命 保険 協会 は 全社 に 対し て 実態 把握 アン ケー ト を 実施 し 、 本 年 4 月 に 報告 書 を 公表 し まし た 。 本 事務 
年 度 は 同 協会 に に る フォ ロー アッ プ が 行わ れる 予定 で あり 、 金融 庁 と し て も 引き 続き 各社 の 管理 態勢 の 見 直し 等 


※2 保険 セク ター に お ける シス テ ミ ッ クリ スク 削減 の た め の グ ロー バル な 枠組 み 。 2019 年 11 月 に IAIS (保険 監督 者 国際 機 
構 ) が 採択 。 12 


を 促し て いき ます 。 図 3: 銀 行 等 代理 店 で 発生 し た 外貨 建 保 険 ・ 年 金 の 
新 契約 に 関す る 苦情 件 数 と 苦情 発生 率 

② 外貨 建て 保険 の 募集 管理 等 の 高度 化 苦情 件 数 

外貨 建て 保険 に 関し て は 、 生命 保 険 業 界 の 努力 3,000 件 1914% 苦情 発生 率 ( 対 保有 件 数 ) [0.159% 
等 に より 苦情 発生 率 が 減少 傾向 に ある も の の 、 引 き 
続き 他 の 保険 商品 より も 高い 状況 で す ( 図 3) 。 金融 
庁 で は 、 監 督 指針 を 改正 し て 保険 会 社 の みな ら ず 金 2000 件 - 
融 機関 代理 店 と も 対話 を 進め 、 適 合 性 基準 の 見 直し 
な ど を 促し まし た 。 また 、 業 態 を 超え た 商品 比較 を 容 | 
易 と する 「 重 要 情 報 シ ー ト 」 の 導入 を 促す と と も に 、 解 1.0oo 件 ] 
約 時 に 顧客 が 負担 し て いる タイ ムラ グマ ー ジ ン ※3 の | : 旧 。 | 
水準 や 顧客 説明 の 見 直し を 促す 監督 指針 改正 を 行 上 時 首 
いま し た 。 本 事務 年 度 も さら な る 改善 を 目指 し て 保険 0 件 上 上 上 0.00% 


ス 、 金言 <J - i ラー い 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 
会 社 や 金融 機関 代理 店 と 対話 を 行っ て いき ます の EE 
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③ 損害 保険 代理 店 と の 円 滑 な 連携 

損害 保険 会 社 の 販売 チャ ネル は 代理 店 が 太宗 を 占め て お り 、 両 者 の 建設 的 な 協力 関係 の 構築 が 顧客 本 位 の 
業務 運営 の 観点 か ら 重要 で す 。 一 方 で 、 損 害 保険 会 社 に よる 損害 保険 代理 店 の 統廃合 の 推進 や 手数 料 ポ イン ト 
制度 等 に 対し 、 代 理 店 の 一 部 か ら 不 満 の 声 が 寄せ られ て いま す 。 金融 庁 で は 、 本 年 4 月 に 日 本 損害 保険 代理 業 
功 会 等 と の 意見 交換 会 を 実施 し 、 そ こ で の 声 を 日 本 損害 保険 協会 に 伝え 、 課 題 解 決 に 向け た 一 層 の 取組 み を 要 
請 し まし た 。 本 事務 年 度 も 引き 続き こう し た 取組 み を 継続 し て いき ます 。 


少額 短期 保険 業者 に つい て 
① 適切 な 態勢 を 整備 し た 業務 運営 

少額 短期 保険 業 の 業者 数 は 増加 し て いま す が 、 赤 字 事 業者 も 一 定 程度 存在 し て お り 、 必 要 な 態勢 整備 の 不備 
が み ら れ ます 。 金融 庁 で は 、 財 務 局 と 連携 し 、 財 務 状 況 に 課題 が ある 業者 に 対し て 経営 レベ ル で の 改善 に 向け た 
議論 を 促し た ほか 、 日 本 アク チュ アリ ー 会 に 対し 保険 計 理 人 の 意見 書 作成 に あたっ て の 課題 を 提起 し 、 保 険 計 理 
人 の 更 な る 機能 発揮 を 促し まし た 。 また 、 業 界 全体 に 対し 自主 点検 の 実施 を 求め て 態勢 整備 を 促し まし た 。 今 
務 年 度 も こう し た 取組 み を 継続 し て いき ます 。 


② 経過 措置 適用 業者 ** へ の 対応 

経過 措置 の 終了 期限 (2023 年 3 月 末 ) が 近づい て いる こと か ら 、 昨 事務 年 度 は 、 経 過 措 置 終了 に 向け た 各 業 者 
の 対応 計画 の 履行 状況 の 確認 を 行い まし た 。 その 結果 太宗 が 良好 で ある 旨 を 確認 し まし た が 、 今 事務 年 度 に お 
いて は 、 有 遅れ が み ら れ る 業者 に 対し て 早急 に 必要 な 措置 を 講じ る よう 求め て いき ます 。 


※3 外貨 建て 保険 で は 、 市 場 金 利 に 応じ た 運用 資産 の 価格 変動 を 解約 返戻 金額 に 反映 する MVA(Market Value Adjustment: 

市 場 価格 調整 ) を 導入 し て いる 商品 が 多く 存在 し て いる 。 MVA の 計算 に 当たっ て は 、 解 約 返戻 金額 の 計算 基礎 を 設定 する 
時 期 と 解約 時 期 の 間 ( 最 大 2 週間 程度 ) に 生じ る 金利 変動 等 に 備え る た め の 係数 を 設定 し て 解約 返戻 金額 を 減じ て 計算 し 
て いる こと が 多く 、 その 係数 は タイ ムラ グマ ー ジ ン と 呼ば れ て いる 。 

※4 2005 年 保険 業法 改正 時 に 、 そ れ ま で 共済 事業 を 行っ て いた 者 が 新た に 保険 業法 の 規制 対象 と な っ た が 、 激変 緩 和 の た め 、 
保険 引受 け の 上 限 金 額 に 経過 措置 が 規定 され た 。 当該 経過 措置 を 適用 し て 、 一 被 保険 者 当たり の 法定 の 保険 金額 上 限 を 
超え る 保険 引受 け を 行っ て いる 少額 短期 保険 業者 を いう 。 
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監督 局 総務 課 地域 金融 支援 室 主査 





金融 庁 は 、 本 年 9 月 1 日 ~15 日 まで の 期間 で 、 事 業者 支援 ノウ ハウ 共有 サイ ト の 参加 機関 の 追加 公募 ( 二 次 追 
加登 録 ) を 行い まし た 。 金融 機関 及び 信用 保証 協会 の 現場 職員 の 間 で 、 地 域 ・ 組 織 を 超え て 事業 者 支援 の ノウ ハ 
ウ を 共有 する こと を 目的 に 、 内 閣 官房 まち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 本 部 事務 局 が 運営 する 『 地 方 劉生 カレ ッ ジ 』 内 に 創設 
され た この サイ ト は 、 本 年 1 月 か ら ト ライ アル 運用 、4 月 末 か ら 本 格 運 用 され て いま す 。 今回 の 公募 を 行っ た 結果 、 
全体 で 179 機 関 423 名 の 方 が 参加 (この ほか 72 機 関 が 閲覧 の み の 参 加 ) す る こと に な り ま し た 。 


【 事 業者 支援 ノウ クハ ウ 共 有 サ イト に つい て 】 

新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 を 受け る 事業 者 は 、 地 域 や 業種 を 問わ ず 、 多数 に 及 ん で お り 、 金 融 機関 の 現 
場 職員 に は 資金 繰り 支援 の みな ら ず 、 経 営 改善 、 事 業 再生 、 事 業 転換 等 と いっ た 事業 者 支援 の 担い 手 と し て の 
役割 が 期待 され て いま す 。 

そこ で 、 地 域 金 融 機 関 の 現場 職員 の 間 で 、 地 域 ・ 業 態 ・ 組 織 を 超え て 、 実 践 的 な ノウ ハウ ・ 知 見 を 共有 する 「 共 
助 」 の 仕組 み の 一 つと し て 、 本 サイ ト が 立ち 上 げ ら れ ま し た 。 

本 サイ ト は 、 本 年 1 て 3 月 に か け て 、 ト ライ アル 運用 を 行い 、 参 加 者 の 声 を 踏ま えて 、 サ イト の 体裁 や 運用 方 法 を 
見 直し た うえ で 、 4 月 より 本 格 稼働 し て いま す 。 ト ライ アル 運用 で は 、 や り 取 り を 重ね る 中 で 、 個人 名 で 投稿 ・ 回 答 す 
る 形式 で ある が ゆえ に 、 互い に 気心 が 知れ て くる と 、 より や り 取り が し や すく な る と の 声 が 多かっ た こと か ら 、 段階 
的 に 参加 者 を 増やし て きま し た 。 今回 は 、2 回 目 の 参加 者 の 追加 の 公募 を 行い まし た 。 

また 、 月 1 回 程度 、 参 加 者 や 実務 者 を 講師 に 迎え 、 実 践 的 な 事業 者 支援 の 実例 等 を テー マ と し た オン ライ ン 勉 強 
会 や 、 参 加 者 同士 の 意見 交換 会 を 開催 し て いま す 。 オンライン 勉強 会 で は 、 現 場 で すぐ 使え る 具体 的 か つ 実 践 的 
な ノウ ハウ ・ 知 見 を 共有 する と と も 
に 、 講 師 と の 直接 の 質疑 応答 や 
参加 者 同士 の グル ー プ セッ ショ ン 事業 者 支援 ノウ ハウ 共有 サイ ト EO コロ ナ 宰 に お ける 売り 上 げ 回 復 の ポイント を 教え て くだ さい 
を 通し て 、 互 い に 気 心 の 知れ た 場 意見 交換 の 様 了 9 な フタ ハウ が 2 れ は しく て くだ さい 法人 則 


本 合 に は 、 ネ ッ ト 通 販 な ど で 新 た な 販路 が 拡大 で きる も の な の で し ょ うか 。 。 
な ら で は の 本 音 ベ ペー ス で の ノウ ハ 


事業 者 支援 ノウ ハウ 共有 サイ ト に お ける 意見 交換 の 様子 (イメ ー ジ ) 





Em GE MER 








ロ 圭 バ 行 \ ED ED EO ET 
ウ 知見 の 共有 カ 行わ れ て し ss Wa Rg EE _ 1 CEC CEE EEEZSE 
今後 は 、 サ イト 参加 者 同士 の オ TCR 
EN 
ン ラ イン 交流 会 の 開催 も 予定 され 本 2 天橋: ES FRE 67 3t うい で て 、 具 休 的 に 栓 対し で は どう で て しょう 。 
て お り 、 ノ ウ ハ ウ 共 有 サ イト に 寄 | esce-rim | 東海 地区 地方 銀行 
せら れ た 課題 を 深 掘 り し た り 、 日 ………… 対応 し て いま すか 
頃 の 事業 者 支援 に 関す る 課題 ・ ーー 還 5H ra 
に 青 時 い の で す が 、 皆 様 の 地域 で は 、 ど の よう な こ ご 対 応 を され て いま すか 。 
悩み に つい て 参加 者 同士 で 直接 トー ニニ ゴー 1 - EE 関東 地区 信用 組合 
ョ 、』 寺 ま 8 克 吉 な ど EE ll EE ET 
相談 ・ 情 報 交換 し た りす る し ーーーーーーーーー 
地域 や 業態 、 組 織 を 超え た 参加 
人 利息 と は いえ 返 済 は の に な る の て 、 も や ラ に 仁和 も 載 や す の て は な く 、 資 金 
者 同士 が 横 で つなが る こと で 、 サ oe 掛り の 予定 を 検 対 し た うえ で 、 条 件 有 下 を 作 先 し て お り ます 。 素 に 対応 し て いく 必要 
イト の 枠 を 超え た 人 的 つなが り が 四国 地区 地方 銀行 


で きつ つ あ り ま す 。 


※ 本 年 9 月 1 日 公表 「 事 業者 支援 ノウ ハウ 共有 サイ ト 参 加 機 関 ・ 職 員 の 追加 公募 ( 二 次 追 加登 録 ) な ら び に 追加 ・ 変 更 ・ 
廃止 の 手続 き に つい て 」 は 、https://www_fsa.go.jp/news/r3/ginkou/20210901/20210901.html を ご 参照 くだ さい 。 14 
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1. は じ め に 

金融 庁 で は 、 銀 行 及び 第 一 種 金融 商品 取引 業者 が 、 大 規模 な 災害 等 に より 、 国内 に お ける 業務 継続 が 困難 と な っ た 
た め に 一 時 的 に 海外 か ら 業 務 を 実施 する こと を 想定 し て いる 場合 に お ける 監督 上 の 着眼 点 を 定め る た め 、 主 要 行 等 向 
け 及 び 金 融 商品 取引 業者 等 向け の 総合 的 な 監督 指針 (以下 「 監 督 指針 」) に つい て 、 所 要 の 改正 を 行い まし た ※!。 ここ 
で は 、 監 督 指針 改正 の 背景 や 改正 内 容 に つい て ご 紹介 いた し ます 。 


2. 監督 指針 改正 の 背景 

大 規模 な 災害 等 の 危機 発生 時 に は 、 迅 速 な 復旧 対策 を 講じ 、 必 要 最 低 限 の 業務 の 継続 を 確保 する 等 適切 な 対応 を 
行う こと が 国民 生活 ・ 経 済 に と っ て 極め て 重要 で あり 、 平 時 か ら 業 務 継 続 体制 (BCM) を 構築 し 、 危 機 管 理 マ ニュ アル や 
業務 継続 計画 (BCP) の 策定 等 を 行っ て お く こ と が 必要 で あり 、 金 融 商品 取引 業者 や 銀行 に 対す る 業務 継続 体制 の 整 
備 を 求め て いま す (主要 行 向け 総合 的 な 監督 指針 加 一 8、 金 融 商品 取引 業者 向け の 総合 的 な 監督 指針 還 一 ムー9) 。 

し か し な が ら 、 広 域 災 害 な ど 危 機 事象 の 深刻 度 に よっ て は 、 金 融 機関 が 日 本 国内 か ら 業 務 を 継続 する こと が 困難 と な 
る 事態 も 想定 され ます 。 

こう し た 場合 も 金融 機関 に お いて は 適切 な BCM を 構築 し 、 業 務 継 続 性 を 強化 する こと が 本 邦 金 融 市 場 の 災害 リス ク 等 
に 対す る 強 萌 性 を 高め る 上 で 重要 で あり 、 日 本 市 場 が 国際 金融 セン ター と し て の 地位 を 確立 する こと に 貢献 する と 考え 
られ ます 。 

上 記 の 考え 方 に 基づき 、 今 回 の 監督 指針 改正 で は 、(1) 日 本 に お いて 危機 が 発生 し た 場合 を 念頭 に お き ( 外 ラ 内 ) 、 
① 国 内 金融 機関 の 業務 継続 体制 を 確保 する 目的 で 、 必 要 最 低 限 の 範囲 で 、 海 外 か ら 業 務 実 施 が 可能 で ある 旨 を 明確 
化す る と も に 、②BCP に お いて 海外 か ら の 業務 実施 を 計画 し て いる 場合 に お ける 監督 上 の 着眼 点 を 定め まし た 。 これ ら 
に より 、 本 邦 金 融 市 場 の 災害 リス ク 等 に 対す る 強 勤 性 を 高め る こと を 目的 と し て いま す 。 た だ し 、 金 融 機 関 は 顧客 保護 
な ど 本 邦 法令 を 遵守 する 必要 が ある こと に 変わ り は あり ませ ん 。 

また 、 (2) 海 外 拠点 に お いて 危機 が 発生 し た 場合 を 念頭 に お き (内 愛 外 ) 、 日 本 拠点 が 海外 拠点 の 業務 継続 を 支援 す 
る こと が 可能 で ある 財 を 明確 に し て いま す 。 














3. 改正 概要 
(1) 日 本 国内 の 業務 を 海外 か ら 行 う 
場合 ( 外 ラ 内 ) 本 NE 























B 社 (海外 の 許認可 有 ) 





大 規模 な 災害 等 に より 日 本 に お 
いて 業務 を 継続 する こと が 困難 と 

















な り 、 海 外 拠点 か ら 日 本 拠点 の 業 日 本 が 災 宮 等 に より 業務 継続 難 な 場合 、 海 外 (B 社 ) か ら A 社 関連 の 金融 関連 ビジ ネス を 継続 
務 を 継続 する こと と な っ た 場合 で も 、 "ーー-----ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
金融 庁 に よる 監督 可能 性 を 確保 し 、 応 客 保護 上 必要 な 措置 を 可能 に する 必要 が あり ます 。 そこ で 、 金 融 機関 の 業務 継 
続 計画 を 事前 に 検証 すべ く 、 以下 の 検証 事項 5 点 を 監督 指針 に 明記 し まし た 。 

を 業務 継続 計画 に お いて 業務 範囲 ・ 規 模 ・ 提 供 場所 及び 提供 期間 を 特定 し て いる こと 。 

海外 か ら 実 施す る 業務 範囲 、 規 模 及 び 期 間 は 必要 最小 限度 の 業務 に 限定 する こと 。 

顧客 情報 保護 の 観点 か ら 、 海 外 か ら 国内 へ の アク セス を 必要 最小 限度 と する こと 。 

法令 違反 行為 又は 利用 者 保護 等 の 問題 の ある 行為 が 行わ れ て いな いか に つい て 、 内 部 管理 部 門 に よる 検証 態勢 

を 確保 する こと 。 

@ 当 庁 や 関係 諸 団 体 と の 連絡 体制 が 構築 され て いる こと 。 


※1 本 年 6 月 18 日 か ら 7 月 19 日 まで パブ リッ クコ メン ト を 募集 し 、9 月 1 日 に 改正 版 を 公表 し まし た 。 
公表 内 容 に つい て は 、https://www_fsa.go.jp/news/r3/kokyakuhoni/202109/fd 2021.html を ご 参照 くだ さい 。 
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また 、 パ ブリ ッ ク コ メン ト へ の 回 答 で も 当 庁 の 考え 方 を お 示し し まし た が 、 金 融 機関 が 業務 継続 計画 に お いて 検討 し て 
いた だ くに 当たり 、 特に ご 留意 いた だ きた いこ と は 以下 の と お り で す 。 


Q: 今 般 の 監督 指針 改正 は どの よう な 危機 類型 を 想定 し て いる か ? 

A: 基 本 的 に は 、「 主 要 行 等 向け の 監督 指針 ル 一 8ー2(2) に 示さ れる 危機 類型 ※S< の うち 、 国内 に お ける 業務 継続 が 困 
難 と な っ た と き が 該当 し ます が 、 当該 危機 類型 に 該当 し な い 場 合 で あっ て も 、 や む を 得 ず 海 外 か ら 行 う 必要 が ある 危機 
類型 が 想定 され る 場合 に は 、 海 外 か ら の 業務 提供 が 可能 な 場合 も ある と 考え られ ます 。 た だ し 、 そ の 場合 で も 「 国 内 に 
お ける 業務 継続 が 困難 と な っ た 」 と いう こと が 前 提 と な り ま す 。 


Q: 業 務 継 続 計画 は 事前 の 届出 が 必要 か ? 
A: 業 務 継 続 計画 の 適切 性 に つい て 、 あ ら か じ め 、 個 社 ヒ アリ ング 等 を 通じ て 内 容 を 検証 する と と も に 、 必 要 に 応じ て 報 
告 徴 来 命令 等 に より 内 容 の 提出 ・ 説 明 を 求め る こと を 想定 し て いま す 。 


Q : 海 外 か ら の 業務 実施 期間 に 制限 は ある か ? 

A:「 提 供 期間 j」 に つい て は 一 般 的 に は 概ね 1 か 月 か ら 3 か 月 程度 を 想定 し て いま す が 、 危 機 事 象 に 応じ て 判断 すべ きも 
の と 考え られ ます 。 また 、 提 供 期 間 の 延長 に つい て も 国内 に お ける 業務 提供 の 可能 性 、 困 難 性 等 に 応じ て 容認 され る 
場合 が あり 得る も の と 考え られ ます 。 


Q : 外務 員 登 録 は 必要 か ? 

A: 海 外 拠点 の 営業 担当 者 等 が 日 本 拠点 の 業務 と し て 外務 員 職 務 を 行う 場合 は 、 外 務 員 の 登録 が 必要 と な り ま す 。 な 
お 、 外務 員 試 験 制度 に 合格 する な ど し て 、 各 協会 が 定め る 外務 上 員 資格 を 有 し て いる 場合 は 、 海 外 拠点 の 営業 担当 者 等 
で あっ て も 、 外務 員 の 登録 を 受け る こと が で きる も の と 考え られ ます 


Q: 外 国 証券 業者 に 係る 規制 3 と の 関係 は ? 

A: 海 外 拠点 が 日 本 拠点 の 業務 を 支援 する 際 に は 、 海 外 拠点 の 従業 員 か ら 実 際 に 日 本 で 提供 され る 業務 が 、 日 本 拠 
点 の 指揮 命令 を 受け て 、 日 本 拠点 の 業務 と し て 日 本 の 法令 等 に 従っ て 行わ れる 必要 が あり ます 。 な お 、 一 般 的 に は 、 
「 請 負 ・ 委 任 」 の 契約 形態 に つい て は 、 委託 元 (日 本 拠点 ) の 指揮 命令 を 受け る こと は な いと 考え られ ます 。 


(2) 海 外 の 業務 を 日 本 国内 か ら 行 う 場合 (内 外 ) 
日 本 国内 で は な く 海 外 に お いて 

大 規模 な 災害 等 の 危機 が 発生 し 、| 日 本 ES 
海外 拠点 の 業務 を 日 本 拠点 か ら | 還 還 ニー 一 ーーーーー 
提供 する 場合 の 取扱 いこ に つい て 


























6 ら 己 ご 弓 ら らら らら 選 ご 選 ら らら らら ご 己 ら らら らら らら こら らら らら らら こら とら らら ご ご こら らら らら らら 己 ご らら らら ららら ご らら ど 選 ご らら 


に に だ に に に だ に に ビビ に に に に に に に に ビビ に に ビビ に に に に に に に に に に に に ン に に に に に に に 凌 に に に に に に に に に に に に に に に に に に に に に に 


可能 で ある 和 旨 を 監督 指針 に お い 
て 明確 化し まし た 。 


4. 最後 に 

金融 庁 と し て は 、 今 般 の 監督 指針 改正 に よっ て 金融 機関 の 業務 継続 体制 が 強化 され る よう 、 金 融 機関 の 取組 み を 後 
押し し て まい り ま す 。 また 、 上述 の 通り 、 こ れ ら の 施策 を 通じ て 、 国内 金融 市 場 の 災害 リス ク 等 に 対す る 強 勤 性 が 高まる 
こと に よっ て 日 本 市 場 の 地位 ・ 競 争 力 が 強化 され 、 日 本 の 国際 金融 セン ター と し て の 地位 向上 に 貢献 する こと を 期待 し 
て いま す 。 


※2 (① 自 然 災害 (地震 、 風 水害 、 異 常 気象 、 伝 染 病 等 )、② テ ロ ・ 戦 争 (国外 に お いて 遭遇 する 場合 を 含む 。 )、③ 事 故 (大 規 
模 停 電 、 コ ンピュータ 事故 等 )、④ 風 評 ( 口 コミ 、 イ ンタ ーネット 、 電子 メー ル 、 憶測 記事 等 ) 、⑤ 対 企業 犯罪 ( 間 迫 、 反 社会 
的 勢力 の 介入 、 デ ー タ 盗難 、 役 職員 の 誘拐 等 )、⑥ 営 業 上 の トラ ブル (苦情 ・ 相 談 対 応 、 デ ー タ 入力 ミス 等 )、⑦ 人 事 上 の 
トラ ブル (役職 員 の 事故 ・ 犯 罪 、 内 紛 、 セ クシ ャ ル ハ ラス メン ト 等 )、⑧ 労 務 上 の トラ ブル (内 部 告発 、 過 労 死 、 職 業 病 、 人 
材 流出 等 ) 
※3 金融 商品 取引 法 第 58 条 の 2 に お いて 、 外 国 証券 業者 (外国 の 法令 に 準拠 し 、 外 国 に お いて 有価 証券 関連 業 を 行う 者 ) 
は 「 国 内 に ある 者 を 相手 方 と し て 第 二 十 八 条 第 八 項 各 号 に 掲げ る 行為 を 行 つ て は な ら な い 」 と 規定 され て いま す 。 16 


お 知ら せ 


お 金 に 還 つ て いて も 、 甘 い 言 葉 に は 要 注 意 ! 
ン ヤ ミミ 金融 の 新た な 手口 ン 








皆さん 、 令 和 4 年 4 月 に 、 成 年 年 齢 が 引き 下げ られ る の を ご 存 知 で すか ? 20 歳 か ら 18 歳 に 引き 下げ られ る の 
で 、 令 和 4 年 4 月 以降 は 、18 歳 、19 歳 の 人 も 、 成 人 と し て 、 一 人 で 有効 な 契約 を する こと が で きる よう に な り ま す 。 
その 影響 は と て も 大 きく 、 皆さん の 周り で も 色々 な 影響 が 出 て くる と 思い ます 。 その 環境 整備 の た め に 、 政 府 で 
は 、「 成 年 年 齢 引下げ を 見 据え た 環境 整備 に 関す る 関係 府 省 庁 連 絡 会 議 」 と いう も の を 開催 し て 、 各 府 省 庁 で 
連携 し て 様々 な 課題 へ の 対応 を 行っ て いま す 。 金融 店 貸金 業 室 が 所 管 する 貸金 業 の 関係 で は 、18 歳 、19 歳 
の 人 が 無 計画 に 貸金 業者 か ら お 金 を 借り すぎ て 、 過大 な 債務 (借金 ) を 負う よう な 事態 が 生じ な いよ う 、 業 界 団 
体 と も 連携 し て 、 こ の よう な 年 代 の 人 へ の 貸付 け に 当たっ て 適切 な 対応 が 行わ れる た め の 取 組み を 推進 し て 
いる と ころ で す 。 


さて 、 適 法 な 貸金 業者 に お いて は 、① 顧 客 の 収入 を 把握 し た 上 で 、 返済 で き な く な る よう な 無理 な 貸付 け は し 
な い 、② 法 律 の 規定 を 超え る 利息 (10 万 円 未満 の 場合 は 年 2 割 ) は 請求 し な い 、③ 顧 客 を 追い 詰め る よう な 過 
酷 な 取立 て は し な い 、 な ど が 財務 局 ・ 都 道府県 の 監督 の 下 で 担 介さ れ て いま す が 、 世 の 中 に は 、 貸 金 業 を 行 
うた め に 必要 な 登録 を 行わ ず 、 財 務 局 ・ 都 道府県 の 監督 を 受け ず に 隠れ て 貸金 業 を 行う 業者 も いま す 。 皆 さ 
ん も 、 テ レビ ドラ マ や 漫画 な ど で 見 た こと が ある と 思い ます が 、 い わ ゆ る や ミ 金 融 で す 。 や ミ 金融 は 、 法 律 を 守 
ら な い の で 、 適 法 な 貸金 業者 と は 反対 に 、① 多 重 債務 に 陥る 可能 性 が あっ て も 気 に し な いで 貸付 け を する 、② 
法律 に 違反 する 高 金利 の 利息 を 取る 、③ 夜 に 自宅 に 来る 、 職 場 に 押し か ける 、 家 族 に 請求 する 、 個 人 情報 を 
ネッ ト 上 に 晒す な ど と 脅す 、 と いっ た 過酷 な 取立 て を 行い ます 。 


ヤミ 金融 の イメ ー ジ は 、 電柱 や 公衆 電話 ボッ クス に 電話 番号 が 記載 され た チラ シ を 貼り 、 雑居 ビル の 一 室 で 
こっ そり 営業 し て いる 感じ を 思い 浮か べ る 人 も 多い と 思い ます 。 し か し 、 最近 は 、 こ うし た 昔ながら の や ミ 人 金融 だ 
け で な く 、 イン ター ネッ ト で の 取引 や SNS を 利用 し た 新た な 手口 も 発生 し て いま す 。 し か も 、 コ ロナ の 影響 で 生 
活 資金 に 還っ て いる 人 に 向け て 広告 ・ 勧 誘 を 行う な ど 、 極め て 悪質 な も の も あり ます 。 こう し た 手口 で は 、「 誰 で 
も 」、「 簡 単に 」、「 今 すぐ に 」 な どの 甘い 言葉 で 誘っ て きま す の で 、 や ミ 金 融 の 場合 が ある と 知っ て いな いと 、 つ 
い 手 を 出し て し まう こと が ある か も し れ ま せん 。 た だ 、 上 述 し た と お り 、 ヤミ 金融 に 手 を 出す と 、 多重 債務 に 陥っ 
て し まっ た り 、 過酷 な 取立 て が され て し まう 恐れ が あり ます 。 金融 庁 と し て も 、 ヤミ 金融 を 発見 し た 場合 は 、 警告 
を 行う 、 警察 に 情報 提供 する な どの 対応 を 行っ て いま す が 、 全 て の や ミ 金 融 を 撲滅 で きる わけ で は な い の で 、 
皆さま に お いて も 、 相手 が ヤミ 金融 で は な いか 、 注 意 し て いた だ く 必 要 が あり ます 。 


本 誌 で は 、 ヤ ミ 金 融 の 新た な 手口 を 3 つ 紹 介し ます の で 、 読 者 の 皆さま に お か れ て は 是非 知っ て いた だ く と と 
も に 、 周 り の 家族 や 友人 達 に 教え て あげ て くだ さい ! 特に 、18 歳 、19 歳 の 方 に お いて は 、 令 和 4 年 4 月 以降 、 
ご 自身 の 判断 ・ 決 定 で 様々 な 社会 活動 を 行っ て いく こと に な る と 思い ます が 、 そ ん な 中 で も 、 ヤミ 金融 に は 絶 
対 に 手 を 出さ な いよ う 、 本 当 に 、 本 当 に 注意 し て くだ さい ! ※ 


※ 相談 窓口 等 に つい て は 、 以下 を ご 参照 くだ さい 。 
[給与 の 買取 り を うた っ た 違法 な ヤミ 金融 に ご 注意 くだ さい ! ] 
https://www.fsa.go.jp/ordinary/chuui/kinyu_chuui2.html 
[SNS 等 を 利用 し た 「 個 人 間 融 資 」 に ご 注意 くだ さい ! ] 
https://www.fsa.go.jp/ordinary/chuui/kinyu_chuui.html 


[「 今 すぐ 現金 」「 手 軽 に 現金 」 に ご 注意 くだ さい ! て いわ ゆる 後払い (ツケ 払い ) 現 金 化 に 要 注 意 ~] 
https://www.fsa.go.jp/ordinary/chuui/cashing chuui.html ] 7 











① 給与 ファ クタ リン グ ee 

給与 ファ クタ リン グ と は 、 個人 が 勤務 先 に 対し て 有する 賃金 債権 を 、 給 与 の 支払 日 本 まう さく =1% 昌 | 
前 に 、 一 定 の 手数 料 を 徴収 し て 買い 取り 、 給 与 の 支払 日 に 、 当 該 個 人 を 通じ て 賃金 TO TT 
債権 の 回 収 を 行う も の で す ( 翌 月 の 給料 日 に 返済 させ る こと を 前 提 に お 人 金 を 貸し つ Ey emem 
ける の と 同じ 構図 )。 

令 和 2 年 3 月 に 、 金融 庁 に お いて 給与 ファ アク タリ ング は 貸金 業 に 該当 する 旨 の 見 解 
を 公表 し て か ら 、 給与 ファ クタ リン グ に 関す る 広告 は 見 られ な く な っ た と ころ で す が 、 
ヤミ 金融 被害 に 遭わ な いよ う 、 引 き 続 き 注意 が 必要 で す 。 

















② SNS 個 人間 融資 








SNS で 「 個 人 間 融 資 」 と 検索 する と 、 も の すご い 数 の 書 込 が ヒッ ト す る こと を ご 存 知 ri 
で し ょ うか 。 ヒ ッ ト す る の は 、「 個 人 で 融資 を し て ます 。 お 気軽 に ご 相談 くだ さい 。」 な ど 、 』 
個人 間 で の 金銭 の 貸し 借り を うた っ た 書 込 で す が 、 個 人 で あっ て も 、 反 復 継続 する ' 
意思 を も っ て 金銭 の 貸付 け を 行う こと は 、「 貸 金 業 」 に 該当 し ます 。 PR 


人 全 業法 の 規定 に 拭 煎 する 場合 が あり ます 。 






金融 庁 で は 、 個 人 間 融 資 に 関す る 注意 喚起 を 広く 一 般 に 行っ て いま す が 、 こ れ に 
加え て 、 令 和 元 年 11 月 か ら 、Twitter に お いて 個人 間 融 資 の 勧誘 を 行っ て いる 悪質 
な 書込み に 対し 、 金 融 庁 公式 Twitter ア カウ ント か ら 直 接 返信 する こと で 、 個 別に 注 
意 喚起 を 行っ て いま す 。 これ まで に 、400 件 を 超え る アカ ウン ト に 直接 返信 を 実施 し 、 
約 8 割 の アカ ウン ト が 削除 ・ 凍 結 さ れ ま し た 。 また 、 令 和 3 年 8 月 に は 、 若 者 に 人 気 の 
Instagram に お いて も 金融 庁 公式 アカ ウン ト を 開設 し 、Twitter と 同じ よう に 、 直 接 返 信 生 =ー 胃 3 
を 始め まし た 。 EE 

ヤミ 金融 は 、 法 外 な 高 金利 を 請求 し て きま す 。 また 、 お 人 金 を 借り る 際 に 渡し た 個人 情報 を 悪 用 され て 、 トラ ブル に 
巻き 込ま れる 可能 性 も あり ます 。 皆さま に お いて は 、「 気 軽 に 相談 し て くだ さい 。 」 と いう 個人 間 融 資 の 書 込 を 見 つけ 
て も 、 や ミ 金 融 相手 に 相談 し て し まう こと の な いよ う 、 十 分 に 注意 し て くだ さい 。 











③ 後払い (ツケ 払い ) 現 金 化 

後払い (ツケ 払い ) 現金 化 と は 、 商 品 を 代金 後払い で 販売 し 、 そ の 商品 の レビ ュー cmmmrpcmmー ッ ーー2 
を 投稿 する こと へ の 報酬 名 目 な ど で 、 利 用 者 に 現金 を 融通 する も の で す 。 商品 売買 EE 
を 装っ て いる の で 、 一 見 、 問 題 が な さそ うに 見 える か も し れ ま せん が 、 実 態 は 、 お 金 
に 困っ て いる 人 に まず 現金 を 交付 し 、 後 日 給料 日 な ど に 高額 な 代金 を 支払 わせ る | ・ = ー 2 
と いう 取引 で あり 、 翌 月 の 給料 日 に 返済 させ る こと を 前 提 に お 金 を 貸し つけ る の と 極 
め て 似 た 構図 と な っ て いま す 。 形式 的 に 後払い に よる 商品 売買 で あっ て も 、 そ の 経 
済 的 な 実態 が 貸付 け で あれ ば 、 貸 金 業 に 該当 し ます 。 











> 
で は 、 台 技 な や ミ 金 大 ( 和 ! i | 


後払い (ツケ 払い ) 現 金 化 業 者 の 広告 に お いて は 、「 即 日 現金 化 」「 レ ビュ ー 投 稿 で 











現金 報酬 GET」 な ど 、 お 金 に 困っ て いる 人 に と っ て 甘い 言葉 が 並べ られ て いま す 。 し WE な MD りす 
か し 、 目 先 の 現金 を 手 に 入れ て も 、 その後 の 高額 な 支払 い に よ りか えっ て 経済 的 生生 





活 が 悪化 する 危険 性 が あり ます し 、 お 金 を 借り る 際 に 渡し た 個人 情報 を 悪用 され て 、 =e 


トラ ブル に 巻き 込ま れる 危険 性 も あり ます 。 皆さま に お いて は 、 甘い 言葉 に は 様々 な 
危険 が ある こと を 踏ま え 、 十 分 に 注意 し て くだ さい 。 


補足 1) 上 記 ② と ③ に つい て 、 政 府 広報 ラジ オ (2021 年 8 月 22 日 放送 ) に て 詳し く 説明 し て いま す の で 、 お 時 間 が あれ ば 
お 聞き くだ さい 。 
[政府 広報 オン ライ ン ラジ オ 番 組 「 手 軽 が 危険 ! 新た な 手口 の ヤミ 金融 」] 
https://gov-online.gojp/pr/media/radio/sc/backnumber/202108.html 

補足 2) 適法 な 登録 業者 か どう か は 、 以 下 の サ イト で 調べ る こと が で きま す 。 
[登録 貸金 業者 情報 検索 入力 ペー ジ ] 18 
https://clearing.fsa.gojp/kashikin/index.php 


ぉ 知ら せ 4 
「 霞 が 関 ダ イア ログ 」 オ ン ラ イン 開催 
へ 金融 機関 の 特徴 的 な 取組 事例 及び 各 府 省庁 施策 を 紹介 ~ 








本 年 9 月 8 日 及び 22 日 、 金 融 庁 地域 金融 支援 室 及び 地域 課題 解決 支援 チー ム ※! は 、「 霞 が 関 ダ イア ログ 」※2 を 
オン ライ ン で 開催 し まし た 。 全国 各地 の 地域 金融 機関 、 地 方 公共 団体 等 の 有志 が 2 日 間 で 延べ 約 200 名 程度 、 ご 
参加 いた だ きま し た 。 


9 月 8 日 は 、 内 閣 官房 まち ・ ひ と し ご と 創 生 本 部 事務 局 と の 連携 企画 と し て 、 内 閣府 特命 担当 大 臣 ( 地 方 創 生 担 
当 ) か ら 表 彰 さ れ た 「 令 和 2 年 度 地方 創 生 に 資す る 金融 機関 等 の 特徴 的 な 取組 事例 」 の うち 3 事例 に つい て 、 実 
際 に 取組 を 行っ た 各 金 融 機 関 担当 者 か ら 紹介 いた だ きま し た 。 


冒頭 に 、 当 事 務 局 の 澤 飯 敦 参 事 官 か ら 「 地 方 創 生 の 
取組 の 推進 に は 、 各 地域 の 情報 や ネッ トワ ー ク 等 を 持 
っ て いる 地域 金融 機関 の 役割 が 重要 で す 。 毎 年度 、 特 
微 的 な 取組 事例 の 応募 に 、 非 常に 多く の 先駆 性 ある 素 
晴らし い 取 組 が 寄せ られ る の で 、 私 た ち も 下 審査 の 過 ちり きん 会 
程 で 各 事 例 を 興味 深く 拝見 し て お り ま し て 、 本 日 の 各 金 
融 機関 か ら の ご 説明 も 大 変 楽 し み に し て いま す 。 」 と ご 挨 





拶 を いた だ きま し た 。 | 写真 : 澤 飯 参事 官 の 冒頭 挨拶 ] 
今回 の 事例 は 、「 開 放 特 許 を 活用 し た 地域 活性 化 支 援 」、「 シ ェ ア オ フィ ス を 結節 点 に し た 創業 ・ 事 業 承 継 等 の 取 


組 」、 地 域 課題 解決 支援 チー ム も 伴走 支援 し た 「 石 川 県 に お ける 特別 保証 認定 プロ セス の 電子 化 」 と 、 い ずれ も 各 
金融 機関 が 主体 と な っ て 多様 な 組織 体 と 連携 し た 取組 が 紹介 され まし た 。 実際 に 担当 し た 金融 機関 職員 か ら の 説 
明 に より 、 取り 組ん だ 人 で し か 分 か ら な い 苦 労 や 、 取 組 に 当たっ て の 担当 者 目線 で の 気づき 等 を 交え た 事例 紹介 
で あっ た た め 、 参 加 者 か ら は 「 と て も 有意 義 な 情報 を 持ち 帰る こと が で きた 」「 登 壇 者 や 参加 者 同士 の 出会い が あ 
り 、 多く の ヒン ト を いた だ けた 」「 実 際 に 活動 され た 方 と 直接 対話 で きる 機会 、 こ こ で し か 得 ら れ な い 情 報 も 多い 」 と 
の 声 が 聞か れ 、 今後 も 衰 が 関 ダ イア ログ 等 を 通じ て 、 各 金融 機関 職員 は じ め と する 地域 と 地域 が 双方 向 で 対話 で 
きる 場 を 創っ て いき た いと 考え て いま す 。 


次 に 、9 月 22 日 で は 、 主 催す る 金融 庁 を 含め 6 省庁 が 連携 し て 、 各 府 省庁 担当 者 が 地域 に 届け た い 施 策 を 紹介 
し 、 実 際 に 地域 で 取り 組む 地域 金融 機関 、 地方 公共 団体 等 の 参加 者 と 直接 議論 し まし た 。 


※1「 地 域 課 題 解 決 支援 チー ム 」 に つい て は 、 
https://www_fsa.go.jp/policy/chiikikadaikaiketsushien-team/chiiki-kada-top.html を ご 参照 くだ さい 。 
※2 金融 庁 と 各省 庁 有 志 が 協 働 で 企画 し 、 各 省庁 等 の 実務 担当 者 と 金融 機関 や 地方 公共 団体 の 現場 職員 が 直接 対話 す 


る 機会 を 通じ て 、 地 方 創 生 を 目的 と し た 各省 庁 施策 や 取組 の 理解 を 深め 、 各 地域 に お ける 取組 の 促進 を 図る も の 。 19 





今回 は SDGs 特 別 企画 と 題し て 、 地 方 


創 生 SDGs 金 融 や 水産 養殖 、 女 性 高齢 全 


者 の 活躍 推進 、 環境 政策 等 、 幅 広い 
テー マ を 発信 し 、 参加 者 か ら は 「 国 の 担 


当 者 、 全 国 各地 の 担当 者 が 垣根 を 越え 曹 中 


て 議論 する 力 を 感じ 、 刺 激 を 受け た 」 
「 脱 炭素 の 話題 が 増え る 中 、 と て も 良い 
学び の 機会 に な っ た 。 ま た 、 他 の 参加 
者 の 質問 を 通じ て 、 た くさ ん の 気づき を 
得る こと が で きた 」 と の 声 が 聞か れる と 
と も に 、「 国 の 施策 を 直接 聞く 貴重 な 機 
会 で あり 、 現 在 進 め て いる 地域 活性 化 
の 取組 に 活か し た い 」 と いっ た 声 も 聞か 





写真 :「 起 が 関 ダイ アロ グ 」 の 様子 。 | 


れ 、 早 速 、 各 地域 の 取組 に 活か そう と する 動き も 感じ まし た 。 


今後 も 、 金 融 庁 地域 金融 支援 室 及び 地域 課題 解決 支援 チー ム で は 、 有 志 の ネ ットワーク を 通じ て 、 霞が関 と 地 
域 、 地 域 と 地域 を つなぐ こと で 、 施 策 の 浸透 ・ 好 事例 の 展開 を 引き 続き サポ ー ト し て いき ます 。 


@ 9 月 8 日 開催 (地方 創 生 に 資す る 金融 機関 等 の 特徴 的 な 取組 事例 ) 


開放 特許 を 活用 し た 自 走 する 地域 活性 化 支援 
て 福祉 事業 者 と 開放 特許 に よる 全国 初 取 組 


大 御田 柳川 信用 金庫 


シェ アオ フィ ス を 結節 点 に し た 創業 ・ 事 業 承継 ・ 人 材 雇用 の 有機 的 支援 に | 大 阪 信用 金庫 


よる 地域 産業 の 活性 化 


特別 保証 認定 プロ セス の 電子 化 (新型 コロ ナ 関 連 融 資 ) に よっ て 、 資 金 繰り | 北國 銀行 





支援 の 大 幅 な 迅速 化 を 実現 


@ 9 月 22 日 開催 ( 府 省 店 等 施策 ) 


の と 共栄 信用 金庫 


地方 信 生 SDGs 金 融 を 通じ た 自律 的 好 循 環形 成 に 向け て 内 閣府 地方 創 生 推進 事務 局 
養殖 業 事業 性 評価 ガイ ドラ イン 養殖 業 の 目利き 指針 > 水産 店 
地方 創 生 に お ける 女性 と 高齢 者 の 活躍 の 推進 に 向け て 内 閣 官房 まち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 


本 部 事務 局 


地域 脱 炭素 ロー ド マ ッ プ ~ー 脱 炭素 を 通じ た 地域 課題 の 解決 に 向け て > 環境 省 


建設 業 キ ャ リア ッ プ シス テム 
地方 劉生 カレ ッ ジ 





国土 交通 省 


内 閣 官 房 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 
本 部 事務 局 
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市 場 へ の メッ セー ジ ( 課 微 金 納付 命令 勧告 等 に つい て ) 








証券 取引 等 監視 委員 会 (以下 「 証 券 監視 要 」 と いい ます 。 ) は 、 
勧告 事案 等 に 関す る 解説 記事 を 「 市 場 へ の メッ セー ジ 」 と し て 
証券 監視 要 ウ ェ ブ サイ ト に 掲載 し て お り ま す 。 

ここ で は 、 本 年 8 月 31 日 に 掲載 し た 「 市 場 へ の メッ セー ジ 」 の 
内 容 の 一 部 に つい て ご 紹介 し ます 。 

※「 市 場 へ の メッ セー ジ 」 の 全文 に つい て は 、 証 券 監 視 委 
ウェ ブサ イト を ご 参照 くだ さい 。 
参考 URL: 
https://www_fsa.gojp/sesc/message/20210831-1.html 





"for investors, with investors" 





証券 監視 要 は 、 ネ ッ ト ワ ン シス テム ズ 株 式 会 社 ( 以 下 「 当 社 」 と いい ます 。 ) に お ける 金融 商品 取引 法 に 基づく 開 
示 規 制 の 違反 に つい て 検査 し た 結果 、 下 記 の と お り 法 令 違 反 の 事実 が 認め られ た こと か ら 、 本 年 6 月 11 日 、 内 閣 
総理 大 臣 及び 金融 庁 長官 に 対し て 課徴 金 納付 命令 勧告 を 行い まし た ※。 


【 法 令 違反 の 内 容 】 

当社 は 、 当社 が 行っ た 不正 な 会 計 処 理 に より 、 連結 財務 諸表 等 に 過大 な 当期 純 利益 等 を 計上 する こと に よっ て 、 
「 重 要 な 事項 に つき 虚偽 の 記載 」 が ある 下記 の 有価 証券 報告 書 等 を 関東 財務 局長 に 提出 し まし た 。 
・ 平 成 28 年 3 月 期 有 価 証券 報告 書 ( 平 成 28 年 6 月 17 日 提出 ) 等 、 合 計 19 本 


【 不 正 な 会 計 処理 】 
当社 が 行っ た 不正 な 会 計 処理 の 概要 は 、 下 記 の と お り で す 。 


(1) 架空 循環 取引 に よる 売上 の 過大 計上 等 

当社 は 、 物 品 販売 と その 仕入れ を 内 容 と する 取引 を 複数 の 企業 と の 間 で 繰り 返し 、 売 上 及び 売上 原価 を 計上 し 
EE 

し か し 、 当該 取引 は 物 や サー ビス が や り 取 りさ れ て お ら ず 、 当 社 の 元 社員 は 、 自ら が 偽造 し た 注文 書 や 見 積 書 を 
当該 複数 の 企業 に 送付 し 、 当該 複数 の 企業 に その 内 容 に 合致 し た 証 源 の 作成 等 を させ て いま し た 。 

し た が っ て 、 こ れ ら の 取引 は 架空 循環 取引 で あり 、 それに より 当社 は 連結 財務 諸表 に お いて 、 売 上 及び 売上 原 
価 を 過大 に 計上 し まし た 。 

(2) 架空 循環 取引 に 係る 売上 原価 の 過大 取消 

当社 は 、 有価 証 券 報告 書 等 の 訂正 報告 書 を 提出 し 、 上 記 (1) の 架空 循環 取引 に 係る と 判断 し た 売上 及び 売上 
原価 を 取り 消し まし た 。 

し か し 、 当社 の 調査 の 結果 、 取 り 消 し た 売上 原価 の 中 に は 、 本 架空 循環 取引 と は 関係 の な い A 社 へ 発注 し た 取 
引 に つい て 、 本 架空 循環 取引 と は 関係 の な い 日 社 が 当社 に 対し て 役務 提供 等 を 行っ た も の が 含ま れ て いま し た 。 
具体 的 に は 、 当社 の 元 社 員 が 、 本 架空 循環 取引 と は 関係 の な い 当社 の 実 案件 の 採算 を 良く 見 せる た め 、 当該 実 
案件 に 係る 当社 か ら B 社 へ の 発注 金額 を 必要 な 金額 より も 低く 抑え る よう に 日 社 に 要請 し つつ 、 そ の 埋め 合わ せ と 
し て 、 本 架空 循環 取引 か ら 流 出さ せ た 資 金 の 一 部 を 、A 社 を 通じ て 昌 社 に 支払 わせ て いま し た 。 

これ ら の こと か ら 、 当社 の 元 社 員 は 、 本 架空 循環 取引 を 利用 し て 実 取 引 に 係る 原価 の 付 替 を 行っ て いた と 認め 
られ 、 当社 は 、 付 替え られ た 原価 に つい て 売上 原価 と し て 計上 すべ き で し た が 、 上 記 の 有価 証券 報告 書 の 訂正 報 
告 書 に お いて 、 こ の 付 替 えら れ た 原価 相当 額 を 過大 に 取り 消し た こと に より 、 当社 の 連結 財務 諸表 に お いて 売上 
原価 を 過少 に 計上 し まし た 。 

な お 、 当該 原価 の 付 替 え に つ いて 、 当社 は 、 当 社 の 元 社員 の 供述 に より 認識 し て いま し た が 、 十 分 な 調査 を 実 
施す る こと な く 、 当該 資金 の 流出 に よる 当社 の 会 計 処 理 へ の 影響 に つい て は 検 計 し ませ ん で し た 。 


証券 監視 要 は 、 本 事例 の よう な 有価 証券 報告 書 等 に お ける 虚偽 記載 な どの 開示 規制 違反 に 対し て 、 引 き 続 き 
厳正 に 対処 し て まい り ま す 。 


※ 本 年 6 月 11 日 公表 、「 ネ ッ ト ワ ン シス テム ズ 株 式 会 社 に お ける 有価 証券 報告 書 等 の 虚偽 記載 に 係る 課徴 金 納付 命令 
勧告 に つい て 」 は 、https://www.fsa.go.jp/sesc/news/c 2021/2021/20210611-1.html を ご 参照 くだ さい 。 2 1 





お 知ら せ 


銀行 を ご 利用 の お 客 様 さ ま へ 
ー 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 を 防ぐ た め に 一 


明 行 を ご 利用 の お 客 さ ま へ 


ー 新型 コロ ナウ イル ス の 感染 を 防ぐ た め に 一 


銀行 は 、 お 振込 みや 現金 の お 引出 し 、 お 借入 れ な ど に 関す る ご 相談 ・ ご 支援 な ど 、 
生活 の 維持 や 事業 の 継続 に 不可 欠 な 金融 サー ビス の 提供 を 継続 し て まい り ま す 。 
今後 も 、 お 客 さ ま の 安全 と 健康 を 守る た め 、「3 つ の 密 」 を 避け る な どの 各種 取組 み を 行っ て まい り ま す が 、 
お 客 さ ま に は 、 眼 行 を 安全 な 場所 と し て 安心 し て ご 利用 いた だ く た め 、 
引き 続き 以下 の 点 に つい て の ご 理解 と ご 協力 を お 願い いた し ます 。 


yy ご 来店 時 の 感染 を 避け る た め の お 願い 
ソー シャ ルディ スタ ンス の 確保 マス ク 着用 ・ ご 来店 前 の 体調 確認 


fet 品 ノ ぞ 


体 不 時 の お 急 き の お 手続 き な ど に つい て は 、 稚 行こ ご 析 論 くだ さい い 
本 ワク テン を 本 簡 さ れ た 方 も 、3 | き 続き マス ク 著 用 な どの 感 了 了 款 策 に ご 地力 くだ さい 


0 混雑 を 避け る た め の お 願い 


1 0 月 の 混雑 相 日 se は 上: 上 
(① お 急ぎ で な い 場 合 は 、 混 雑 予想 日 を 避け た P a 
ご 来店 を ご 検討 くだ さい 。 


② お 振込 や (納付 書 に 選 &, マ ー ク が ある) 
納税 手続 等 、 ご 相談 な ど は 、 
ご 活用 くだ さい 。 
※ATM や イン ター ネッ トバ ン キ ング 、 コ ー ル セン ター な ど kd の L26 | 27 | 28 | 27 _30 


五 生日 ( 竹 衣 5 日 、10 日 、15 日 、20 日 、25 日 ) 、 月 宙 . 月 束 日 本 ど は 決起 が 末 され ます 。 (20G1 年 9 月 本 


通常 通り お 取扱 いし て いる お 取引 例 混雑 を 避け た ご 利用 を ご 検討 いた だ きた い お 取 引 例 


ロ 座 の 定期 預金 の | 変更 居 、 
開設 解約 預入 各種 証明 書 
: 融資 の 相談 金 種 指定 の | 財形 商品 の 


を 者 取引 の 板 認 い に つ いて は 、 名 后 行 に お 間 い 合わ せい た だ く が 、 各 閑 行 の ウェ プ ブサ イ ト で ご 確認 くだ さい 。 ※ 個別 の ご 事情 が ぁ る 場 全 は 各 哲 条 に ご 析 店 くだ さい 。 


銀行 協会 2 金融 庁 


Financial Services Agency 





先月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み 
( 令 和 3 年 9 月 1 日 9 月 30 日 ) 


= 白 sz 友 寺 の 削 庶 
「 会 計 監査 の 在り 方 に 関す る 懇談 会 ( 令 和 3 事務 年 度 )」( 第 1 回 ) 議 事 次 第 に つい て 公表 (9 月 15 日 ) 








「 金 融 庁 地銀 経営 統合 ・ 再 編 等 サポ ー ト デス ク 」 が 活用 され た 第 1 号 案件 と し て 、 資 金 交付 制度 に 係る 「 実 施 
計画 」 の 認定 に つい て 公表 (9 月 28 日 ) 


(第 1 の 柱 ・ 第 3 の 柱 ) に お ける 信用 リス ク 、CVA リ スク 及び マー ケッ ト ・ リ スク に 係る 告示 
に つい て 公表 (9 月 28 日 ) 


> 金融 機関 に お ける 貸付 条件 の 変更 等 の 状況 に つい て 更新 (9 月 30 日 ) 


























Twitter 
情報 発信 
強化 中 ! 


・ Twitter 金融 庁 公式 アカ ウン ト 
https://twitter.com/fsa_JAPAN 









・ 本 誌 へ の ご 意見 ・ ご 感想 は 以下 の メー ル ア ド レス か ら 
「 金 融 店 広報 室内 アク セス FSA 担 当 者 」 苑 に お 送り くだ さい 。 


E-mail : fsa kouhou@ ぐ fsa.qo.]p 


デル ゲー パー 












編集 後記 


今月 号 で は 、 ほ ぼ 全 て の 申請 ・ 届 出 ( 約 4 千 件 ) の オン ライ ン 化 ! や 、 シ ン ガ ボール に お ける フィ ン テ ッ ク 関 係 
の 取組 み を 紹介 させ て いた だ きま し た 。 次 号 以 降 も 、 多 彩 な 取組 み を 紹介 させ て いた だ きま す 。 


雑 江 で 大 変 恐 縮 で す が 、 今 回 は 、 私 の 職場 の 身近 な お 手 本 (仮名 : 丸 さ ん ) を ご 紹介 し ます 。 
次 さん は 、 フ ットワーク の 良さ で 、 様 々 な 荒波 を 乗り 越え られ て いる 職員 で す 。 


先日 は 、 仕 事 が 立て 込ん で いる 合間 で も 、 六 さん は 、 
職 階 の 離れ た ヨッ ト 愛 好 家 の 上 司 に 対し て 

「 ど う ヨ ッ ト は や る の で すか 。 あ ら よ っ と (ヨッ ト ) で すか 。」 
と 一 服 の 清涼 剤 を テキ バキ と 提供 し て いま し た 。。。 


広 さ ん の 硬軟 織り 交ぜ た 引き 出し の 多 さ に 感服 する と と も に 、 ee 
チー ム 内 で の 自由 閣 達 な コミ ュ ニ ケー ショ ン が 職場 で 励行 され て いる 
効果 を 実感 し まし た 。 (自分 も 、 こ の よう に な り た いも の で す 、、、) 編集 ・ 発 行 : 金融 庁 広 報 室 
(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 個人 的 見 解 で あり 、 所 属 組 織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。) 


金融 庁 広報 室長 齋藤 貴文 













































































